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政報告、P8 決算報告、P10 申告相談が始まります、P15 投票日が決まりました

　新型コロナウイルス感染症の影響により、本紙掲載の事業やイベントなどが中止または延期となる場合があります。

　本紙掲載の市が主催する事業に参加する際には、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、マスクの着用をお願いいた

します。また、体温が 37.5 度以上の方や体調不良の方は参加できません。ご自宅で体調を確認してからご来場ください。
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新しい時代に

対応したまちづくりを

鹿 角 市 長 　児 玉　一

ふるさと鹿角を

次代につなぐ

まちづくりを

鹿角市議会議長　宮 野 和 秀

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
本
市
が
誇
る
世
界
級
遺
産
の
魅
力
を
再

認
識
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
２
月
に
、
国
指
定
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
「
毛
馬
内
の
盆
踊
」
を
含
む

「
風
流
踊
」
が
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
国
内
候

補
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
鹿
角
の
夏
を

代
表
す
る
「
花
輪
ば
や
し
」
と
「
毛
馬
内
の
盆
踊
」
の

実
演
を
ラ
イ
ブ
配
信
し
た
と
こ
ろ
、
祭
り
の
魅
力
を
体

感
し
た
多
く
の
フ
ァ
ン
か
ら
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
ユ
ネ
ス
コ
の
諮
問
機
関
で
あ
る
イ
コ
モ
ス
の
調
査

員
が
、
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
指
す
「
北
海
道
・
北

東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
の
１
つ
で
あ
る
「
大
湯
環
状
列

石
」
を
調
査
す
る
な
ど
、
本
市
の
歴
史
・
文
化
が
国
内

外
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
来
月
に
は
、
「
第
76

回
国
民
体
育
大
会
冬
季

大
会
ス
キ
ー
競
技
会
」
と
「
第
94

回
全
日
本
学
生
ス

キ
ー
選
手
権
大
会
」
が
花
輪
ス
キ
ー
場
で
連
続
開
催
さ

れ
ま
す
。
特
に
ス
キ
ー
国
体
に
つ
い
て
は
、
旧
町
村
時

代
を
含
め
る
と
通
算
６
回
目
と
な
り
、
ま
た
国
体
史
上

初
と
な
る
２
年
連
続
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た

全
国
規
模
の
大
会
は
、
鹿
角
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
開
催
経

験
を
生
か
し
な
が
ら
、
全
国
か
ら
集
う
選
手
・
役
員
を

温
か
く
迎
え
、
鹿
角
な
ら
で
は
の
大
会
と
な
る
よ
う
進

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
さ
ら
な
る
お
力
添

え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
新
年
度
か
ら
始
ま
る
新
た
な
総
合
計
画
で
は
、
目
指

す
将
来
都
市
像
を
「
ふ
る
さ
と
を
誇
り 

未
来
を
拓
く
ま

ち 

鹿
角
」
と
定
め
、
す
べ
て
の
市
民
が
ふ
る
さ
と
に
誇

り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
で
、
未
来
に
希
望
を
抱

い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
産
業
の
自
走
力
を
強
化
し
、
安
定
的

な
雇
用
の
創
出
を
図
る
な
ど
、
健
康
で
文
化
的
な
暮
ら

し
の
基
盤
を
つ
く
る
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

本
市
の
持
つ
優
位
性
・
独
自
性
を
発
揮
し
て
、
都
市
の

経
営
力
を
高
め
る
取
り
組
み
と
し
て
、
比
較
優
位
産

業
で
あ
る
農
業
や
観
光
業
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
人
・
モ

ノ
・
外
貨
の
獲
得
や
、
豊
か
な
歴
史
文
化
を
生
か
し
た

「
世
界
遺
産
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
現
下
の
状
況
に
よ
り
、
新
た
な
生
活
様
式
や
活
動
の

制
限
な
ど
を
受
け
、
改
め
て
地
域
に
注
目
し
て
み
る
と
、

本
市
は
他
に
誇
れ
る
豊
富
な
観
光
資
源
や
伝
統
文
化
な

ど
を
有
し
、
ま
だ
ま
だ
発
展
す
る
可
能
性
を
秘
め
た
ま

ち
だ
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
来
年
、
鹿
角
市
は
、
市
制
施
行
50

周
年
と
い
う
大
き

な
節
目
を
迎
え
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
皆
さ
ま
の
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
、
ふ
る
さ
と

鹿
角
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
育
み
、
新
た
な
時
代
を
迎
え

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
新
し
い
年
が
希

望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
夢
と
希
望
に
満
ち
た
爽
や
か

な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
ま
た
、
平
素
よ
り
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
貴
重
な
ご

意
見
や
ご
提
言
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延
し
、

世
界
中
で
非
常
事
態
宣
言
が
発
せ
ら
れ
る
な
ど
、
今
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
状
況
が
続
き
、
社
会
に
さ
ま
ざ
ま

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
市
民
生
活
や
地
域
経
済
に
多
大
な

影
響
を
及
ぼ
し
、
先
の
見
通
し
が
立
た
な
い
こ
の
状
況
に

大
き
な
不
安
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
事
業
を
停
止
し
て
お
り
ま
し
た
旧

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
の
営
業
再
開
の
決
定
は
、
中
心
市
街
地

の
活
性
化
の
観
点
か
ら
も
非
常
に
明
る
い
話
題
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
9

月
に
は
、
大
湯
環
状
列
石
を
含
む
17

資
産
で
構
成
す
る
「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」

に
お
い
て
、
ユ
ネ
ス
コ
の
諮
問
機
関
で
あ
る
国
際
記
念
物

遺
跡
会
議
（
イ
コ
モ
ス
）
に
よ
る
現
地
調
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
後
は
、
現
地
調
査
の
評
価
な
ど
を
経
て
、
早
け

れ
ば
本
年
秋
頃
に
正
式
登
録
と
な
る
見
込
み
で
す
が
、

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
登
録
に
向
け
た
機
運
醸
成

を
図
り
な
が
ら
、
関
係
機
関
と
と
も
に
強
力
に
後
押
し
を

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
3

年
度
か
ら
向
こ
う
10

年
間
の
本
市
の

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第
7

次
鹿
角
市
総
合
計
画

基
本
構
想
が
去
る
12

月
定
例
会
に
お
い
て
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
7

次
鹿
角
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
に
よ
っ
て
、
誰
も
が
生
涯
に
わ
た
り
活
躍
で
き
る
将

来
都
市
像
「
ふ
る
さ
と
を
誇
り 

未
来
を
拓
く
ま
ち 

鹿

角
」
を
次
代
に
つ
な
ぎ
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
推

進
さ
れ
て
い
く
も
の
と
、
大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
早
期
収
束

と
市
民
生
活
お
よ
び
地
域
経
済
の
発
展
、
さ
ら
に
は
新
総

合
計
画
の
実
効
性
を
一
層
高
め
て
い
く
た
め
、
執
行
部
と

共
に
全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
皆
さ
ま
の
声
を
市
政
に
届
け
る
役
割
を
果
た

す
べ
く
、
積
極
的
に
政
策
提
言
を
行
え
る
よ
う
、
今
ま
で

以
上
に
研
さ
ん
に
努
め
、
鹿
角
市
議
会
基
本
条
例
の
目

的
で
あ
る
議
会
の
活
性
化
、
市
民
福
祉
の
向
上
、
市
民
が

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
議
会
の
使
命
と
責
任
の
重
大
性
を
肝
に

銘
じ
、
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
、
ど
う
ぞ
今
後
と
も
変
わ
ら
な
い
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
鹿
角
市
の
さ
ら
な
る
発
展
を

お
祈
り
し
つ
つ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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第７次鹿角市総合計画 基本構想を策定

将来都市像

ふるさとを誇り 未来を拓くまち 鹿角

問問 政策企画課 総合戦略室 ☎30－0201

　基本構想の策定にあたり、平成 27 年

に策定した「鹿角市人口ビジョン」を改

訂し、これまでの施策効果や社会経済情

勢の変化などを踏まえ、改めて将来人口

を展望しました。

　新たなビジョンにおいては若者世代を

中心とした転出抑制と移住促進によって

社会減少を抑制するとともに、結婚・出産・

子育ての支援充実によって自然減少の抑

制を図りながら、年少人口（0 ～ 14 歳）

比率が安定し、生産年齢人口（15 ～ 65 歳）

が老年人口（65 歳以上）を上回る持続可

能な社会を展望しています。

新
た
な
鹿
角
の

ま
ち
づ
く
り
指
針

　

市
で
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
を
示
す
新
た
な
総
合
計
画
「
第
７

次
総
合
計
画
」
を
令
和
３
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
に
あ
た
り
、
目
指
す
ま

ち
の
姿
と
そ
の
実
現
に
向
け
た
戦
略
な

ど
を
示
す
「
基
本
構
想
」
を
定
め
ま
し

た
。

　

第
７
次
総
合
計
画
で
は
、
将
来
都
市

像
を
「
ふ
る
さ
と
を
誇
り 

未
来
を
拓

く
ま
ち 

鹿
角
」
と
し
、
す
べ
て
の
市

民
が
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
ふ
る

さ
と
鹿
角
の
価
値
を
最
大
限
に
生
か
し

な
が
ら
、
新
た
な
時
代
に
自
分
ら
し
く

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
幸
せ
で
、
未
来
に
希
望
を
抱

い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

　

将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
た
戦
略

は
、
健
康
で
文
化
的
な
暮
ら
し
の
基
盤

を
つ
く
る
基
本
戦
略
を
、
産
業
・
福
祉
・

教
育
な
ど
の
５
つ
と
し
、
自
然
・
産

業
・
歴
史
文
化
な
ど
本
市
の
強
み
を
最

大
限
に
引
き
出
し
、
都
市
の
経
営
力
を

高
め
る
経
営
戦
略
を
３
つ
と
し
て
い
ま

す
。「
暮
ら
し
を
守
る
基
本
戦
略
」
と

「
都
市
経
営
の
視
点
で
攻
め
る
経
営
戦

略
」
と
の
両
輪
で
暮
ら
し
の
幸
福
度
を

高
め
、
自
立
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
を

確
立
し
て
い
き
ま
す
。

総合計画とは

　「総合計画」は、長期的な展望に

立ち、市民や企業、行政が一体と

なって進める今後のまちづくりの方

向性を示すもので、市のまちづくり

の最も基本となるものです。

【総合計画の構成と期間】

　「基本構想」は、10 年を期間として目標とする将

来都市像やまちづくりの理念を明らかにします。「基

本計画」は、その目標達成のために前期後期の各 5

年間で取り組む施策の大きな方向を示します。「実

施計画」は、その方向に沿い、3 年間（毎年度見直

し）に取り組む事業を具体的に示します。

長期的な視野で

まちづくりの方向性を示す
総合計画の構成総合計画の構成

令和 3 年度～
令和 12 年度

（10 年間）

令和 3 年度～
令和 5 年度（3 年間）

実施計画実施計画

基本計画基本計画
（前期 5 年・後期 5 年）（前期 5 年・後期 5 年）

基本構想基本構想

暮
ら
し
を
守
る
５
つ
の
基
本
戦
略

都
市
経
営
の
視
点
で
攻
め
る
３
つ
の
経
営
戦
略

基本戦略②

基本戦略④

人口の将来展望 社会減と自然減の抑制を目指す

経営戦略①

経営戦略②経営戦略②

基本戦略③

基本戦略⑤

●水道水の安定供給や生活排水対策を進めます。

●安全な住宅づくりや遊休建築物、土地の適正管理を推進します。

●地域の実態を踏まえ、公共交通を利用しやすくします。

●ごみの減量化と廃棄物の適正処理を進めます。

●魅力ある里山の環境を保全します。

●「世界遺産のまち」として全国・世界に認められる地域を実現します。

●伝統文化、伝統芸能の保存継承や情報発信を推進します。

●地域への誇りを高め、世界遺産に惹かれて集まる人々の目的地とな

ることで新たな文化を創造します。

●子どもが自ら育とうとする力を支援し、生きる力を育みます。

●地域の特色ある教育活動により、未来を切り拓いていくことのできる

教育を充実します。

●生きがいや喜びを地域に還元できるまちづくりを進めます。

●元気で健康に暮らせるまちづくりを推進します。

●診療体制の充実や近隣地域との医療連携体制を構築します。

●結婚や子育ての希望を実現するため、包括的に支援します。

●障がいや国籍にかかわらず、心豊かに暮らせる共生社会を目指します。

●安心して過ごせるまちづくりを進めます。

●河川、道路、橋りょうなどの整備・維持管理を進めます。

●自助、共助による防災・減災に向けた取り組みを進めます。

●犯罪や交通事故のない安全なまちづくりを進めます。

●効率的な財政運営に努め、市民の思いや願いを実現できるまちづく

りを推進します。

●未来技術で社会に役立つ仕組みや価値を構築します。

●お互いの知恵と力を生かした地域づくりを推進します。

●まちなかエリアを中心に都市機能の充実を図ります。

●関係人口の拡大や大学などとの交流を推進します。

●比較優位産業の農業や観光振興により、外貨獲得を図ります。

●スキーと駅伝のまちを生かした交流人口の拡大を図ります。

●次世代産業の創出に取り組みます。

●再生可能エネルギーへの転換を図ります。

快適で安らぎのある暮らしを守る

「世界遺産のまち」をつくる

未来に羽ばたく人材を育てる

元気で健やかな暮らしを支える

暮らしの安全・安心を高める

まちの経営力を高める

まちに人・モノ・外貨を呼び込む

第７次鹿角市総合計画のまちづくり戦略

基本戦略①

●産業の自走力を強化し、安定的な雇用を創出します。

●働きやすい就労環境づくりを進め、働く意欲のある

方の就労を支援します。

●市内就職につながる環境づくりにより、企業の人材

確保を支援します。

活力を生む地域産業・生業を支える

数値目標 基準値 目標値（R12）

１人当たり市内総生産
2,956 千円
（H29）

3,500 千円

地元産業（会社、店舗、農業など）が元
気で活力があると思う市民の割合

19.5％
(R1)

50.0％

数値目標 基準値 目標値（R12）

生活環境が快適なまちだと
思う市民の割合

49.7％
(R1)

60.0％

数値目標 基準値 目標値（R12）

将来の夢や目標をもってい
る児童生徒の割合

84.2％
(R1)

86.0％
数値目標 基準値 目標値（R12）

直近 5 年間の人口の社会増減の累計
1,053 人減
（H27-R1)

1,015 人減

観光消費額（年間） - 5,502 百万円

市外から人が訪れたくなる魅力のある
まちだと思う市民の割合

23.4％
(R1)

50.0％

数値目標 基準値 目標値（R12）

文化遺産が豊富で誇れるまち
であると思う市民の割合

51.3％
（R1)

60.0％
数値目標 基準値 目標値（R12）

実質公債費比率（直近 3 年間の平均）
8.0％

(H28-H30)
18.0％未満

自分に必要な行政サービスが受けられていると
思う市民の割合

59.8％
(R1)

70.0％

数値目標 基準値 目標値（R12）

安全で安心して暮らせるま
ちだと思う市民の割合

77.6％
(R1)

80.0％

数値目標 基準値 目標値（R12）

健康寿命
男性 77.94 年
女性 83.32 年

（H29）

男性 81.60 年
女性 87.60 年

出生数（10 年間） - 1,407 人

心身ともに健康で暮らせ
ていると思う市民の割合

58.7％
(R1)

70.0％

人口の将来展望



行報
政告

▪
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
　

11
月
に
入
り
、
感
染
者
数
が
、
全

国
的
に
急
激
に
増
加
し
た
こ
と
に
よ

り
、
第
三
波
の
襲
来
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

本
市
で
も
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
市
で
は
直
ち
に
「
鹿

角
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部
会
議
」
を
開
き
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
の
ほ
か
、

臨
時
広
報
を
全
戸
に
配
付
し
、「
人

と
人
の
距
離
の
確
保
」
や
「
マ
ス
ク

の
着
用
」、「
手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
」、「
３
密
の
回
避
」
な
ど
の
感
染

症
対
策
の
徹
底
を
促
す
と
と
も
に
、

併
せ
て
、
個
人
の
特
定
や
憶
測
に
よ

る
情
報
拡
散
な
ど
、
感
染
さ
れ
た

▪
発
熱
患
者
の
相
談
、
診
療
、
検
査

体
制

　

発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
患
者
に

つ
い
て
は
、
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医

な
ど
の
身
近
な
医
療
機
関
に
電
話
で

相
談
を
行
っ
た
上
で
、
医
療
機
関
の

指
示
に
従
っ
て
受
診
す
る
方
法
に
変

更
さ
れ
ま
し
た
。
変
更
内
容
に
つ
い

て
全
戸
配
付
の
臨
時
広
報
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
市
民
が
適
切

に
相
談
や
受
診
を
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
継
続
的
に
周
知
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

▪
認
知
症
対
策

　

今
年
度
か
ら
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
か
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る

「
オ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成

を
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
に
22
人
を
認

定
し
て
い
る
ほ
か
、
認
知
症
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
た
め
、
10
月
10
日

に
は
、「
認
知
症
市
民
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
、
約
１
５
０
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
地
域
で

高
齢
者
を
支
え
る
体
制
づ
く
り
に
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

▪
令
和
2
年
産
米
の
作
柄

　

出
穂
後
の
好
天
に
よ
り
登
熟
お
よ

び
生
育
が
順
調
に
推
移
し
た
こ
と
か

方
々
や
そ
の
ご
家
族
な
ど
へ
の
誹
謗

中
傷
や
差
別
的
な
言
動
を
慎
み
、
冷

静
な
対
応
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

継
続
的
に
周
知
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

▪
地
域
間
交
流
の
推
進

　

11
月
20
日
に
、
本
市
で
の
大
学
生

の
長
期
調
査
研
究
活
動
を
通
し
て
関

係
性
を
深
め
て
き
た
学
校
法
人
武
蔵

野
大
学
と
「
包
括
的
連
携
協
力
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
大
学
１
年
生
の
研

究
活
動
に
加
え
、
２
年
生
以
上
の
学

生
の
専
門
的
な
調
査
研
究
活
動
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
機
能
の
構
築
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
大
学
と
の
連
携
を
さ
ら
に

深
め
、
学
び
の
力
を
地
域
に
、
地
域

ら
、
現
時
点
で
一
等
米
比
率
は
90
・

７
％
と
な
り
、
前
年
か
ら
３
・
３
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
市
を
含
む
県
北
地
域
の
作
況
指
数

は
「
１
０
５
」
の
「
や
や
良
」
で
、

10
ア
ー
ル
当
た
り
の
予
想
収
量
は
、

平
年
比
30
ｋ
ｇ
増
の
５
８
ｋ
ｇ
ｇ
と公表

さ
れ
て
お
り
、
十
分
な
収
穫
量
を
確

保
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

▪
観
光
振
興

　

９
月
１
日
か
ら
、
３
千
円
の
助
成

で
地
域
の
特
産
品
な
ど
を
提
供
す
る

宿
泊
プ
ラ
ン
「
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
」

を
販
売
し
て
お
り
、10
月
末
現
在
で
、

約
１
万
８
千
泊
分
が
販
売
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
引
き
続
き
多
く
の
方
に

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
Ｐ
Ｒ
を
継

続
し
ま
す
。

　

ま
た
、市
の
宿
泊
応
援
プ
ラ
ン
は
、

秋
田
県
プ
レ
ミ
ア
ム
宿
泊
券
や
国
の

Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
と
の
併
用
が

可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
と

の
相
乗
効
果
も
あ
り
、
観
光
客
の
入

り
込
み
が
徐
々
に
増
加
し
、
観
光
客

数
お
よ
び
宿
泊
客
数
は
、
前
年
比
約

80
％
ま
で
回
復
し
て
い
ま
す
。

の
力
を
学
び
に
循
環
さ
せ
る
域
学
連

携
に
よ
っ
て
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
ま
す
。

▪
ふ
る
さ
と
鹿
角
応
援
寄
附

　

11
月
24
日
現
在
、
寄
附
件
数
は

約
６
６
４
０
件
、
金
額
で
は
約

８
５
３
４
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
寄

附
額
の
多
か
っ
た
前
年
同
期
と
比
較

し
て
、
ほ
ぼ
同
額
で
推
移
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
12
月
10
日
か
ら
は
、
新

た
に
三
越
伊
勢
丹
ふ
る
さ
と
納
税
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
追
加
し
、
利
用

者
層
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

例
年
、
寄
附
額
が
大
き
く
伸
び
る

年
末
に
向
け
、
返
礼
品
協
力
事
業
者

と
の
連
携
を
密
に
し
、り
ん
ご
や
米
、

き
り
た
ん
ぽ
な
ど
、
本
市
が
誇
る
特

産
品
の
魅
力
を
発
信
し
な
が
ら
、
よ

▪
旧
鹿
角
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
の
再
開
へ

の
支
援

　

本
市
出
身
の
実
業
家
が
、
ホ
テ
ル

の
新
た
な
経
営
体
と
な
る
鹿
角
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
株
式
会
社
を
設
立
し
、
11

月
12
日
に
は
土
地
・
建
物
を
取
得
し
、

ホ
テ
ル
事
業
の
再
開
に
向
け
た
改
修

工
事
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
市
で

は
、
ホ
テ
ル
が
周
辺
の
飲
食
店
や
納

入
業
者
、
タ
ク
シ
ー
・
代
行
業
な
ど

へ
与
え
る
影
響
が
非
常
に
大
き
く
、

再
開
を
待
ち
望
ん
で
い
る
多
く
の

方
々
の
声
に
応
え
る
た
め
に
も
、
一

日
で
も
早
く
ホ
テ
ル
が
再
開
さ
れ
る

よ
う
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

▪
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経
済
・
雇
用

対
策

　

10
月
31
日
現
在
で
、
コ
ロ
ナ
対
応

資
金
の
借
入
に
対
す
る
利
子
補
給
助

成
１
２
０
件
、
地
域
雇
用
維
持
支
援

金
24
件
、
事
業
継
続
支
援
金
１
８
０

件
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▪
プ
レ
ミ
ア
ム
付
飲
食
券

　

11
月
27
日
で
、
飲
食
券
の
販
売
率

は
約
７
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

販
売
取
扱
所
を
増
や
し
て
お
り
ま

り
多
く
の
方
々
か
ら
応
援
い
た
だ
け

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

▪
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
と
活

性
化

　

自
治
会
役
員
の
な
り
手
不
足
や
世

代
間
の
交
流
促
進
な
ど
、
自
治
会
が

抱
え
る
課
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、

毎
年
、
地
域
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
、
新

た
に
、県
の「
地
域
の
女
性
リ
ー
ダ
ー

育
成
事
業
」
と
合
同
で
開
催
し
、
女

性
や
若
者
の
自
治
会
活
動
へ
の
参
加

を
促
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
維
持
や
活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

す
の
で
、
多
く
の
方
々
に
積
極
的
に

ご
利
用
い
た
だ
き
、
コ
ロ
ナ
禍
で
苦

境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
市
内
飲
食
店

を
応
援
い
た
だ
け
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
ま
す
。

▪
学
校
再
編
計
画

　

令
和
３
年
度
か
ら
の
「
柴
平
小
学

校
」
へ
の
統
合
を
控
え
、
花
輪
北
小

学
校
で
10
月
24
日
に
、
平
元
小
学
校

で
10
月
31
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
実
行
委

員
会
主
催
に
よ
る
閉
校
記
念
事
業
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
統
合

校
の
開
校
に
向
け
た
準
備
を
計
画
的

に
進
め
ま
す
。

▪
各
種
ス
キ
ー
大
会

　

第
76
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

ス
キ
ー
競
技
会
に
つ
い
て
は
、
２
月

18
日
か
ら
21
日
ま
で
の
４
日
間
の
日

程
で
、
ま
た
第
94
回
全
日
本
学
生
ス

キ
ー
選
手
権
大
会
に
つ
い
て
は
、
２

月
24
日
か
ら
28
日
ま
で
の
５
日
間
の

日
程
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
大
会
の
開
催
に
万
全
を
期

し
ま
す
。

問 

総
務
課 

行
政
班

　

 

☎
30
‐
０
２
０
３

発
熱
者
の
受
診
方
法
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

観
光
客
数
・
宿
泊
客
数
が
前
年
比
80
％
ま
で
回
復

旧
鹿
角
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
の
再
開
を
支
援

令
和
２
年
第
６
回
定
例
会

地
域
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催

行
政
報
告
を
行
う
児
玉
市
長

武
蔵
野
大
学
と
の
包
括
的
連
携
協
力
に
関

す
る
協
定
を
締
結

旧
鹿
角
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
の
再
開
を
発
表

市
内
各
地
で
新
米
を
収
穫

平
元
小
学
校
の
閉
校
記
念
式
典

　

令
和
２
年
第
６
回
鹿
角
市
議
会
定
例
会
が
11
月
27
日
か
ら
21
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
補
正
予
算
案
な
ど

の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
に
行
わ
れ
た
市
長
の
行
政
報
告
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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目 的 別 性 質 別

民生費

総務費

57億3,309万円（31.2％）

25億6,659万円（14.0％）

公債費
19億4,470万円（10.6％）

教育費
18億7,503万円（10.2％）

土木費
17億8,919万円（9.8％）

商工費
13億5,018万円（7.4％）

農林水産業費
10億5,848万円（5.8％）

衛生費
9億5,954万円（5.2％）

消防費
7億8,124万円（4.3％）

その他
2億2,286万円（1.2％）

災害復旧費
6,449万円（0.3％）

194億
564万円

平成30年度

186億
3,079万円

令和元年度

186億
922万円

平成29年度

186億
3,079万円

歳入総額

183億
4,537万円

歳出総額

市税
31億1,375万円

諸収入
7億4,193万円

繰越金
3億5,938万円

繰入金
5億9,813万円  

地方交付税
74億6,528万円

扶助費
36億5,052万円

人件費
19億5,657万円

公債費
19億4,465万円

補助費等
26億4,789万円

投資的経費
25億755万円

物件費
24億7,761万円

繰出金
20億6,292万円

維持補修費
3億4,793万円

投資及び出資金・貸付金
3億1,985万円

市民一人あたりの
納税額

積立金
4億2,989万円

その他
4億1,313万円

市債
16億1,046万円

国庫支出金
19億7,103万円

県支出金
14億2,439万円

地方消費税交付金
5億7,047万円

地方譲与税
2億5,665万円

自主財源（

2
8
.1
％
）

その他
１億621万円

依
存
財
源（

7
1.9％）

そ
の
他
経
費（

5
8.7％）

義務的

経
費（
4
1
.3
％
）

10

20

30

40

50

60

70
（万円）

平成29年度
57万9,429円

平成29年度
9万5,926円

平成30年度
61万9,733円

令和元年度
60万7,704円

平成30年度
9万9,532円

令和元年度

10万3,146円

一般会計歳入

市民一人あたりの額

特別会計

財政分析

公債残高

一般会計歳出

一般会計歳入決算額の推移

市民一人あたりに
使われたお金

令和

元年度
令和

元年度 決算報告 問財政課 財政班 ☎30-0209

区 分 29年度 30年度 元年度

財 政 力 指 数 0.327 0.331 0.330

経 常 収 支 比 率 90.7％ 92.7％ 92.1％

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 なし なし なし

連結実質赤字比率 なし なし なし

実質公債費比率 8.1％ 8.0％ 8.3％

将来負担比率 38.7％ 44.3％ 48.0％

資 金 不 足 比 率 なし なし なし

区 分 残 高

臨時財政対策債 63億8,242万円

教 育 債 32億3,805万円

総 務 債 26億9,489万円

商 工 債 15億2,918万円

土 木 債 11億2,146万円

民 生 債 9億2,043万円

公 営 住 宅 債 8億9,316万円

農 林 水 産 債 8億6,873万円

衛 生 債 7億5,269万円

消 防 債 2億7,856万円

災害復旧事業債 1億8,974万円

減税補てん債 5,188万円

公有林整備債 1,324万円

計 189億3,442万円

特 別 会 計 歳 入 歳 出

国民健康保険事業 33億5,027万円 32億3,237万円

後期高齢者医療 3億8,969万円 3億8,764万円

介 護 保 険 事 業 46億6,398万円 46億2,944万円

下 水 道 事 業 10億5,847万円 10億4,434万円

農業集落排水事業 1億3,006万円 1億2,865万円

　
市
が
支
出
し
た
一
般
会
計
の
総

額
は
１
８
３
億
４
５
３
7

万
円
で
、

前
年
度
と
比
較
し
３
・
７
％
の
減
と

な
り
ま
し
た
。
性
質
別
で
は
、
扶
助

費
の
割
合
が
20
・
０
％
、
続
い
て
補

助
費
等
が
14
・
４
％
で
あ
り
、
投
資

的
経
費
が
13
・
７
％
、
物
件
費
が
13
・

５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
目

的
別
に
見
る
と
、
民
生
費
が
全
体

の
31
・
２
％
を
占
め
、
続
い
て
総
務

費
が
14
・
０
％
、
公
債
費
が
10
・
６
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳

入

か

ら

の

差

引

額

は

２
億
８
５
４
２
万
円
、
実
質
収
支
は

２
億
４
３
５
１
万
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。

　
市
民
一
人
あ
た
り
で
見
る
と
、
使

わ
れ
た
お
金
は
60
万
７
７
０
４
円
と

な
り
前
年
度
よ
り
１
万
２
０
２
９
円

減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
納
税
額

は
３
６
１
４
円
増
の
10
万
３
１
４
６

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
財
政
力
指
数
は
０
・
３
３
０
で
前

年
度
よ
り
０
・
０
０
１
下
が
り
ま
し

た
。
こ
の
数
値
が
小
さ
い
ほ
ど
地

方
税
等
の
自
主
財
源
が
乏
し
く
、

交
付
税
へ
の
依
存
度
が
高
い
と
い

う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す

経
常
収
支
比
率
は
前
年
度
に
対
し

０
・
６
ポ
イ
ン
ト
減
の
92
・
１
％
と

な
り
、
や
や
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
元
年
度
決
算
に
基
づ
い
て
算

定
さ
れ
た
本
市
の
健
全
化
判
断
比

率
お
よ
び
資
金
不
足
比
率
は
す
べ

て
健
全
段
階
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
市
の
財
政
は

依
存
財
源
の
割
合
が
大
き
い
も
の

の
、
健
全
な
経
営
が
な
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。

　
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に

設
置
さ
れ
て
い
る
特
別
会
計
で

は
、
全
て
の
会
計
に
お
い
て
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。

　
元
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入
は

１
８
６
億
３
０
７
９
万
円
で
、
前
年

度
と
比
較
し
、
７
億
７
４
８
４
万

円
、
率
に
し
て
４
・
０
％
の
減
と
な

り
ま
し
た
。
内
訳
は
、
市
税
や
諸
収

入
な
ど
市
で
賄
う
自
主
財
源
が
28
・

１
％
、
国
や
県
の
支
出
金
な
ど
の
依

存
財
源
が
71
・
９
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
自
主
財
源
が
２
億
１
３
４
９
万

円
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
依
存
財
源

も
県
支
出
金
が
５
億
７
２
３
３
万

円
、
市
債
が
２
億
５
２
０
０
万
円
減

少
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
合
計
で

５
億
６
１
３
５
万
円
の
減
少
と
な

り
、
歳
入
は
前
年
と
同
じ
割
合
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
が
借
り
入
れ
た
一
般
会
計
の

地
方
債
残
高
で
す
。
元
年
度
末
残

高
は
、
１
８
９
億
３
４
４
２
万
円

と
な
り
、
前
年
度
末
残
高
と
比
較

し
２
億
５
３
３
６
万
円
の
減
と
な

り
ま
し
た
。
内
訳
と
し
て
は
、
臨
時

財
政
対
策
債
が
63

億
８
２
４
２
万

円
、
教
育
債
が
32

億
３
８
０
５
万

円
、
総
務
債
が
26

億
９
４
８
９
万

円
、
商
工
債
が
15

億
２
９
１
８
万

円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年
度

と
比
較
す
る
と
、
中
学
校
大
規
模

改
造
事
業
に
よ
り
教
育
債
、
鹿
角

観
光
ふ
る
さ
と
館
改
修
事
業
に
よ

り
商
工
債
な
ど
が
増
加
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ら
は
過
疎
対
策
事
業

債
（
そ
の
償
還
額
の
70

％
相
当
額

を
国
が
後
年
度
の
普
通
交
付
税
で

補
填
す
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い

る
）
を
活
用
し
て
お
り
有
利
な
借

り
入
れ
と
い
え
ま
す
。
今
後
も
償

還
額
と
発
行
額
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
、
適
切
に
地
方
債
管
理
を
行
い

ま
す
。
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22 月月 22 日火～日火～ 33 月月1515日🈷日🈷

　会場や日程、時間の詳細は 1 月中旬に発送予定の「令和 3 年度市・県民税の申告相談日程表」をご覧ください。　会場や日程、時間の詳細は 1 月中旬に発送予定の「令和 3 年度市・県民税の申告相談日程表」をご覧ください。

問 税務課 課税班 ☎30 - 0213

受付時間と申告相談開始時刻

利用者識別番号が必要です

インターネットで確定申告ができます（e-Tax）

インターネットで確定申告するメリット

受付受付：8時～15時30分：8時～15時30分

申告相談開始時刻申告相談開始時刻：8時30分：8時30分

税務署からのお知らせ

簡易申告により申告できる方

　令和 2 年１月１日から 12 月 31日までの間で、次の項　令和 2 年１月１日から 12 月 31日までの間で、次の項

目に一つでも該当する方は簡易申告書により各支所などに目に一つでも該当する方は簡易申告書により各支所などに

提出することができます。提出することができます。

簡易申告書の提出が必要な方簡易申告書の提出が必要な方

・収入が０円の方（「収入がない」という申告が必要）・収入が０円の方（「収入がない」という申告が必要）

・所得が非課税所得のみの方（遺族年金や障害者年金、雇・所得が非課税所得のみの方（遺族年金や障害者年金、雇

用保険受給金など）用保険受給金など）

・所得税の確定申告が不要な方のうち、以下の条件を満た・所得税の確定申告が不要な方のうち、以下の条件を満た

す方す方

①所得の種類が、給与・農業・営業・不動産・公的年金・①所得の種類が、給与・農業・営業・不動産・公的年金・

個人年金・報酬・シルバー人材センター配分金などのみ個人年金・報酬・シルバー人材センター配分金などのみ

であることであること

②所得控除の種類が、社会保険料控除・生命保険料控除・②所得控除の種類が、社会保険料控除・生命保険料控除・

地震保険料控除・障害者控除・扶養控除・配偶者控除・地震保険料控除・障害者控除・扶養控除・配偶者控除・

寡婦控除・ひとり親控除だけであること寡婦控除・ひとり親控除だけであること

簡易申告書の提出が不要な方簡易申告書の提出が不要な方

・所得税確定申告書を提出する方・所得税確定申告書を提出する方

・年末調整済みの給与所得者で、その給与以外に収入がな・年末調整済みの給与所得者で、その給与以外に収入がな

く、勤務先から「給与支払報告書」が鹿角市に提出されく、勤務先から「給与支払報告書」が鹿角市に提出され

ている方ている方

・収入が公的年金のみで 148 万円（65 歳未満は 98 万円）・収入が公的年金のみで 148 万円（65 歳未満は 98 万円）

以下の方以下の方

※土地建物の売却、保険の満期、保険金の受取などの収※土地建物の売却、保険の満期、保険金の受取などの収

入があった場合は、簡易申告書での申告はできません。入があった場合は、簡易申告書での申告はできません。

※医療費控除、医療費控除の特例、雑損控除、寄附金控※医療費控除、医療費控除の特例、雑損控除、寄附金控

除は、簡易申告書での申告はできません。除は、簡易申告書での申告はできません。

申告の事前準備をお願いします

　来場前に、必要な書類に不備がないか確認をお　来場前に、必要な書類に不備がないか確認をお

願いします。申告できない場合や再度の来場が必願いします。申告できない場合や再度の来場が必

要になる場合があります。要になる場合があります。

　特に、事業所得（農業など）の申告を行う方は、　特に、事業所得（農業など）の申告を行う方は、

事前に領収書などを整理・集計のうえ関係書類を事前に領収書などを整理・集計のうえ関係書類を

お持ちいただくようお願いします。お持ちいただくようお願いします。

　また、収支内訳書や医療費の事前集計などの整　また、収支内訳書や医療費の事前集計などの整

理を終えていない方には、会場でご自身での記帳理を終えていない方には、会場でご自身での記帳

整理をお願いする場合があります。その場合、次整理をお願いする場合があります。その場合、次

にお待ちの申告者の相談対応を優先させていただにお待ちの申告者の相談対応を優先させていただ

くこともありますのでご了承ください。くこともありますのでご了承ください。

　令和元年度の申告相談から、市が受けた確定申告の内容を電子データにより税務署へ送信しています。　令和元年度の申告相談から、市が受けた確定申告の内容を電子データにより税務署へ送信しています。

　市が送信するには個別に 16 桁の「利用者識別番号」が必要です。　市が送信するには個別に 16 桁の「利用者識別番号」が必要です。

▪確定申告書作成会場　大館税務署確定申告書作成会場　大館税務署（大館市赤館町 2-16）（大館市赤館町 2-16）        

　※駐車可能台数に限りがありますので、できる限　※駐車可能台数に限りがありますので、できる限

　　り公共交通機関などをご利用ください。　　り公共交通機関などをご利用ください。

▪設置期間　２月 1 日🈷～ 3 月 15 日🈷設置期間　２月 1 日🈷～ 3 月 15 日🈷

　※土・日・祝日を除きます。　※土・日・祝日を除きます。

▪開設時間　９時～ 17 時開設時間　９時～ 17 時

※本人確認書類の提示が必要となりますので、マイ※本人確認書類の提示が必要となりますので、マイ

ナンバー記載の書類などをご持参ください。ナンバー記載の書類などをご持参ください。

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コー　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コー

ナー」では、画面の案内に従って金額などを入力すナー」では、画面の案内に従って金額などを入力す

るだけで所得税、消費税および贈与税の申告書、青るだけで所得税、消費税および贈与税の申告書、青

色申告決算書・収支内訳書などを作成できます。色申告決算書・収支内訳書などを作成できます。

　スマートフォン専用画面の「確定申告書等作成　スマートフォン専用画面の「確定申告書等作成

コーナー」は、給与所得、雑所得（公的年金など）コーナー」は、給与所得、雑所得（公的年金など）

および一時所得に対応しています。および一時所得に対応しています。

問問 大館税務署 ☎ 0186-42-0671 大館税務署 ☎ 0186-42-0671

　利用者識別番号またはマイナンバーカードで、e-Tax（国税電子申告・納　利用者識別番号またはマイナンバーカードで、e-Tax（国税電子申告・納

税システム）により確定申告を行うことができます。申告相談会場での3税システム）により確定申告を行うことができます。申告相談会場での3

密回避になるほか、大変便利な申告方法ですので、ぜひご利用ください。密回避になるほか、大変便利な申告方法ですので、ぜひご利用ください。

メリット①メリット① メリット②メリット② メリット③メリット③

　申告相談に出かける手間がかから　申告相談に出かける手間がかから
ず、待ち時間もありません。ず、待ち時間もありません。

　確定申告期間中は24時間いつで　確定申告期間中は24時間いつで
も利用できます。も利用できます。

　確定申告書や添付資料（源泉徴収　確定申告書や添付資料（源泉徴収
票など）の印刷・送付を行う必要が票など）の印刷・送付を行う必要が
ありません。ありません。

令和令和 33 年度「市民税・県民税」年度「市民税・県民税」

申告相談申告相談がが始まります始まります

スマートフォンでの

確定申告書の作成・提出はこちら→

利用者識別番号が分かる書類を持参していただく方
持参の必要がない方

（市税務課で番号を把握しているため不要です）

　令和 2 年分の申告から使用する目的で、新たに税務署にて

利用者識別番号を取得した方

・既に利用者識別番号を取得され確定申告した方

・昨年の市の申告相談で確定申告し、番号の通知を受けた方

①申告書作成会場の混雑緩和のため、「入場整理券」が必要です。①申告書作成会場の混雑緩和のため、「入場整理券」が必要です。

「入場整理券」は、税務署での当日配付と LINE による事前発「入場整理券」は、税務署での当日配付と LINE による事前発

行があります。配付方法の詳細は、国税庁ホームページなどに行があります。配付方法の詳細は、国税庁ホームページなどに

よりお知らせします。「入場整理券」の配付状況に応じて後日よりお知らせします。「入場整理券」の配付状況に応じて後日

の来場をお願いすることもあります。の来場をお願いすることもあります。

②申告相談の来場者に対し、検温を実施します。検温の結果、熱②申告相談の来場者に対し、検温を実施します。検温の結果、熱

が 37.5 度以上の来場者には入場をお断りします。が 37.5 度以上の来場者には入場をお断りします。

③ご来場の際は、マスクを着用し、できる限り少人数でお越しく③ご来場の際は、マスクを着用し、できる限り少人数でお越しく

ださい。ださい。

新型コロナウイルス感染症対策

　申告相談の受付前に検温を実施します。また、大変混雑
しますので、感染予防のため、マスク着用のうえご来場く
ださい。
　3 密を避けるため、「郵送による申告」や「インターネッ
トによる申告」の取り組みにご協力ください。

　健康保険の医療費通知は、医療費控除の申　健康保険の医療費通知は、医療費控除の申

告手続きに使用可能です。次のとおり発送す告手続きに使用可能です。次のとおり発送す

る予定ですが、医療費通知が届く前に申告する予定ですが、医療費通知が届く前に申告す

る場合は、すでに届いている医療費通知に加る場合は、すでに届いている医療費通知に加

えて、医療機関などが発行した領収書を添付えて、医療機関などが発行した領収書を添付

してください。してください。

後期高齢者医療（10 月～ 11月診療分）後期高齢者医療（10 月～ 11月診療分）

▪発送時期　1月末発送時期　1月末

後期高齢者医療（12 月診療分）後期高齢者医療（12 月診療分）

▪発送時期　2 月末発送時期　2 月末

国民健康保険（11月～ 12 月診療分）国民健康保険（11月～ 12 月診療分）

▪発送時期　3 月中旬となることから、領収発送時期　3 月中旬となることから、領収

書を添付してください。書を添付してください。

※医療費通知は再発行できません。※医療費通知は再発行できません。

確定申告に用いる医療費通知について

こんな時でも安心なインターネットでの確定申告

間違った内容で送信してし

まわないか不安です。

期限内（令和2年分は令和3年３月15日まで）であれば、再度作成して送

信することができます。（最後に送信した確定申告データが優先されます。）Q A
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市
内
で
剣
道
に
励
む
児
童
生
徒

が
、
第
25
回
秋
田
県
中
学
生
学
年

別
剣
道
大
会
と
第
23
回
秋
田
県
小

学
生
学
年
別
剣
道
大
会
、
令
和
2

年
度
秋
田
県
道
場
対
抗
剣
道
大
会

の
結
果
報
告
の
た
め
、
畠
山
教
育

長
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

第
23
回
秋
田
県
大
会
で
は
、
小

学
校
4
年
女
子
の
部
で
阿
部
桜
さ

ん
が
優
勝
、
小
学
校
5
年
女
子

の
部
で
木
村
美み

ゆ友
さ
ん
が
準
優
勝

し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
2
年
度

秋
田
県
道
場
対
抗
剣
道
大
会
で
は
、

5
年
女
子
の
部
で
木
村
美
友
さ
ん

が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

阿
部
さ
ん
は
「
全
国
大
会
で

も
優
勝
で
き
る
よ
う
、
勝
負
心
を

も
っ
て
練
習
に
取
り
組
み
た
い
」

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

11
月
23
日
、
子
ど
も
た
ち
が
仕

事
を
体
験
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
し
ご

と
ー
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ウ
ェ
ブ
会

議
用
シ
ス
テ
ムZ

ズ

ー

ム

o
o
m

を
使
用

し
て
行
わ
れ
、
文
化
の
杜
交
流
館

コ
モ
ッ
セ
と
Ｍミ

ッ

ト

Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ザ
の
２

カ
所
か
ら
、
配
信
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
内
容
は
、
市
内
の
小
中
学

生
が
鹿
角
の
り
ん
ご
の
お
い
し
さ

を
紹
介
し
た
り
、
デ
ザ
ー
ト
の
作

り
方
を
教
え
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
で
、

１
時
間
ご
と
に
合
計
５
つ
の
講
座

を
配
信
し
ま
し
た
。
講
座
は
延
べ

１
０
０
人
も
の
視
聴
が
あ
り
、
大

盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
28
日
、
秋
田
縄
文
遺
跡

世
界
遺
産
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
本
市
、
北

秋
田
市
、
大
館
市
の
３
カ
所
を
つ

な
い
で
行
わ
れ
、
本
市
の
会
場
と

な
っ
た
大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル

館
に
は
、
市
民
ら
約
40
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

前
日
本
イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
会

委
員
長
の
西
村
幸
夫
東
大
名
誉
教

授
は
、「
地
元
の
人
が
遺
跡
の
価
値

を
深
く
理
解
し
、
発
信
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
必
要
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
来
年
６
月
頃
に
世
界

遺
産
委
員
会
が
開
か
れ
、
登
録
の

可
否
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

　

地
域
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
す
る

「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」
を
長
年
勤

め
る
杉
山
実
さ
ん
が
、
全
国
表
彰

を
受
け
、
11
月
25
日
に
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

杉
山
さ
ん
は
、
平
成
2
年
か
ら

30
年
以
上
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
と
し
て
活
動
し
、
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
で
の
指
導
や
大
会
の
運

営
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

杉
山
さ
ん
は
「
ス
ポ
ー
ツ
で
気

持
ち
を
浄
化
で
き
る
こ
と
を
伝
え

た
い
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
力
に

な
り
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り

ま
し
た
。

　

12
月
6
日
に
文
化
の
杜
交
流

館
コ
モ
ッ
セ
で
鹿
角
市
民
俗
芸
能

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
公
開
収
録
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

か
ら
め
節
金
山
踊
り
・
湯
瀬
神

明
社
先
祓
舞
・
毛
馬
内
の
盆
踊
の

3
団
体
が
出
演
し
、
観
客
が
見
守

る
中
、
伝
統
の
踊
り
を
披
露
し
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
対
策
と
し
て
、
１
席
ず
つ

間
隔
を
あ
け
て
座
る
形
に
な
り
ま

し
た
が
、
ほ
ぼ
満
席
と
な
り
、
出

演
者
へ
の
拍
手
が
会
場
い
っ
ぱ
い

に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

収
録
し
た
動
画
は
、Y

ユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

o
u
T

u
b
e

で
公
開
さ
れ
、
ど
な
た
で
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

第
72
回
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
十
和
田
小

学
校
5
年
の
金
田
一
み
の
李り

さ
ん

が
全
国
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

金
田
一
さ
ん
の
作
品
は
、
市
町

村
と
県
の
審
査
を
経
て
、
中
央
審

査
に
推
薦
さ
れ
、「
公
益
財
団
法
人

明
る
い
選
挙
推
進
協
会
会
長
・
都

道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会

会
長
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

金
田
一
さ
ん
は
、「
選
挙
に
行
く

人
が
増
え
た
ら
と
思
い
描
き
ま
し

た
。
18
歳
に
な
っ
た
ら
選
挙
に
行

き
た
い
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

十
和
田
図
書
館
で
活
動
し
て
い

る
古
典
読
書
会
が
全
国
優
良
読
書

グ
ル
ー
プ
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

古
典
読
書
会
は
、
古
典
に
関
心

の
あ
る
方
々
が
集
ま
り
、
昭
和
58

年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以

降
、「
樋
口
一
葉
」
や
「
古
事
記
」、「
平

家
物
語
」
な
ど
を
読
み
解
い
て
き

ま
し
た
。
会
員
は
「
今
後
も
古
典

文
学
を
よ
り
深
く
掘
り
下
げ
、
楽

し
み
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

勤
続
30
年 

全
国
表
彰

子
ど
も
た
ち
が
職
場
体
験

し
ご
と
ー
い

縄
文
遺
跡
群

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

明
る
い
選
挙
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル 

全
国
表
彰

読
書
推
進
運
動
協
議
会 

優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
表
彰
受
賞

剣
道
全
県
大
会 

優
勝
を
報
告

公
開
収
録

鹿
角
市
民
俗
芸
能
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

　

11
月
28
日
、
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
か

づ
の
で
青
少
年
を
育
て
る
市
民
の

つ
ど
い
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
考
え
る

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

青
少
年
健
全
育
成
表
彰
で
は
3

人
・
２
団
体
が
表
彰
を
受
け
、
日

ご
ろ
の
活
動
が
讃
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
少
年
の
主
張
を
中
学

生
３
人
が
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自

ら
体
験
し
た
経
験
や
思
い
出
を
発

表
し
ま
し
た
。
少
年
の
主
張
で
は
、

花
輪
中
学
校
３
年
の
山
本
鴻こ
う

さ
ん

が
、
学
校
統
合
や
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
る
休
校
な
ど
で
戸
惑
い
な
が
ら

も
、
周
囲
の
支
え
に
感
謝
し
、「
歩

き
出
す
こ
と
で
希
望
の
光
が
見
え

て
く
る
」
と
、
前
を
向
い
て
進
み

続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
ま

し
た
。

青
少
年
の
育
成
を
考
え
る

集
会
の
合
同
開
催

※掲載している 4 枚の写真は、平元小学校の児童が市役所での職場体験

の際に、農事組合法人末広ファームのネギ集出荷施設を撮影したものです。

まちの話題

広報かづの 12 月号のお詫びと訂正

　広報かづの 12 月号２ページの「花輪北小学校・平元

小学校 閉校記念式典」記事の６行目にある花輪北小学

校の成り立ちについて、「米代小学校と下川原小学校」は、

正しくは「柴内小学校と下川原小学校」です。お詫びし

て訂正いたします。

広
報
か
づ
の
「
ま
ち
の

話
題
」
掲
載
写
真
は
無

料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
写
真
を
、
無
料
で
提
供
し
て

い
ま
す
。
写
真
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。（
著
作
権
な
ど
の
関
係
で
提

供
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

問
政
策
企
画
課 

政
策
推
進
班

　

☎
30
‐
０
２
０
５
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▶内容　

　受付や投票用紙の交付などを担当します（2 人
1 組で担当）

▶対象者　

　市内在住で、簡単なパソコン操作のできる方
▶報酬　
　日額 6,908 円（所得税控除前の金額）
▶募集人数

　20 人程度

共通項目

▶期間
　告示日の翌日から投票日の前日まで（土日を含む）
⃝市議選　3 月 8 日🈷～ 13 日土（６日間）
⃝知事選　3 月 19 日金～ 4 月 3 日土（16 日間）
▶時間
　原則として 8 時 30 分～ 20 時（半日などの時間指定は不可）
▶場所
　各期日前投票所【市役所、各支所（花輪支所を除く）、文化の杜交流館コモッセ】
▶募集期間
　1 月 4 日🈷～ 18 日🈷
▶申込方法　選挙管理委員会または各支所に備え付けの申込書に履歴書を添えてお申し

込みください。（申込書は市のホームページからもダウンロードできます）
※応募者多数の場合は抽選となります。結果は、後日郵送します。
※申込者全体のバランスなどを考慮しながらシフトを決定しますので、希望した日すべてに割り当てになる
とは限りませんのであらかじめご了承ください。

▶内容　

　受付から投票までの投票事務が適正に行われて
いるかを確認します（2 人 1 組で担当）

▶対象者

　市内在住の有権者
▶報酬　

　日額 9,600 円（所得税控除前の金額）
▶募集人数

　20 人程度

期日前投票の事務従事者を募集します 期日前投票の立会人を募集します

選挙の投票日が決まりました

鹿角市議会議員一般選挙　3月14日日
秋田県知事選挙　4月4日日

　市議選および秋田県知事選挙（以下「知事選」）の期日前投票の運営に協力してくださる方を募集します。

　新型コロナウイルス感染症対策

　「いとく鹿角ショッピングセンター」・「かづの厚

生病院」での期日前投票は行いません。

▪選挙への協力者を募集します

▶日時　1 月 26 日火　14 時～
▶場所　市役所第 1 ～ 3 会議室
※ 1 候補者 2 人まで

市議選立候補予定者向けの

説明会を開催します

問 選挙管理委員会事務局 ☎ 30-0285

尾去沢のかなやまアリーナで行われた全日本声良鶏羽色体
形大会での一枚。市の鳥である声良鶏が、台の上に凛々し
く立つ様子が美しく、力強く感じられました。
2020 年 10 月 25 日

花輪地区の商店街では、ハロウィンにまつわ
るイベントを開催し、多くの家族連れで賑わ
いました。訪れた親子は商店街の店舗を回り、
お菓子をもらっていました。仮装した可愛い
子どもたちの姿に、お菓子をあげる方も笑顔
になり、商店街には多くの笑顔があふれてい
ました。
2020 年 10 月 18 日

八幡平にある放牧場でかづ
の牛を撮影した一枚。広々
とした大地で、のびのびと
育つかづの牛。撮影に行く
と、こちらをチラチラと気
にしている様子でした。子
牛も多く、中でも母親に
ぴったりとくっついて離れ
ない可愛い子牛を、思わず
撮影してしまいました。
2020 年 6 月 3 日

市内小学校では、「八幡平
ポーク」を給食で食べる催
しが行われました。口にし
た児童からは「おいしい」
と笑みがこぼれ、満足げな
様子で給食をたいらげてい
ました。
2020 年 9 月 17 日

花輪北小学校の運動会を撮影しました。最
後には、一列に並んだ児童が「はなわきた
小がっこう 54 ねんかんありがとう しばひ
ら小でもがんばるぞ」と大声で呼びかけを
行いました。心をひとつに最高の笑顔を見
せてくれた児童の一瞬を切り取った一枚。
2020 年 9 月 19 日

広報写真ギャラリー

令 和 ２ 年

凛々しく立つ 声良鶏

トリック・オア・トリート！

おいしいおいしい
八幡平ポーク

のびのびと元気に
育つかづの牛

花輪北小学校ありがとう！



行政 information 行政 information

1月より、マイナンバーカードを持っていない

74 歳以下の方に、QR コード付マイナンバー

カード交付申請書が順次送付されます。

　マイナンバーカードの申請は、郵送やスマート

フォンで簡単にできるほか、市民課窓口でも受け

付けていますので、この機会にぜひお申し込みく

ださい。

マイナンバーカードでできること

・コンビニで住民票の写しなどを取得できます。

・身分やマイナンバーを証明する書類になります。

・キャッシュレス決済の利用で最大 5 千円分のポ

イントが付与されます。

・健康保険証としての利用など、便利な機能が追

加される予定です。

▶出張申請　申請希望者 5 人以上の企業・団体

への出張申請を受け付けています。 

交付申請書を送付

マイナンバーカードを作りましょう

令和３年度・４年度の市が発注する建設工事、

測量・建設コンサルタントなどに関する入

札参加資格審査の申請を受け付けます。

　建設工事、測量・建設コンサルタントなどは、

随時受付をしないため、申請期間内に申請されな

い場合、来年度の入札に参加できませんのでご注

意ください。

※現在登録されている方も申請が必要です。

▶受付期間　２月１日🈷～３月８日🈷 8 時 30

分～ 17 時 15 分 （土・日・祝日を除く）

※郵送の場合は最終日必着

▶申請書類　各種様式は市ホームページからダウ

ンロードできます。また、契約検査室にも備え付

けています。

※「物品及び役務の提供等」の入札参加資格の締

切は１月 18 日🈷となります。申請予定の方は期

間内に忘れずに申請してください。

問 契約検査室 ☎ 30-0211

▶実施日　1 月 16 日土、1 月 31 日日、2 月 28

日日

▶受付時間　9 時 30 分～ 11 時 30 分、13 時～

15 時

▶受付場所　文化の杜交流館コモッセ

▶持ち物　

※マイナンバーカードは、申請の約 1 ～ 2 カ月

後に本人限定受取郵便または市民課窓口で受け取

れます。郵送やスマートフォンでの申請の場合は

市民課窓口での受け取りになります。

問 市民課 戸籍年金班 ☎ 30-0221

建設工事、測量・建設コンサルタントなど

令和 3・4 年度入札参加資格の定期審査

地域の魅力度を上げることを目的に、シビッ

クプライド醸成市民講座を開催します。

　情報が飽和している中において、自分が発信す

る情報をいかに多くの方に届けられるかを、地域

情報発信の経験と実績を有する講師より学びま

す。

▶ 日 時　1 月 17 日 日 13 時 30 分 ～ 15 時 30

分（開場 13 時）

▶場所　文化の杜交流館コモッセ 講堂

▶講師　山
やまもと

本 麻
ま や

綾氏（「S
ス キ マ

kima 信州」編集長）、

大
おおまき

牧 圭
け い ご

吾氏（株式会社ファストコム）

▶定員　50 人

▶申込方法　電話または市ホームページからお申

し込みください。

問 政策企画課 政策推進班 ☎ 30-0205

SNS と WEB メディアを活用して鹿角の魅力を届けよう

シビックプライド醸成市民講座

放課後児童クラブの説明会を開催します。

大湯児童クラブ説明会

▶日時　１月 23 日土 10 時～ 11 時

▶場所　十和田市民センター ホール

▶対象　大湯児童クラブの利用を希望する保護者

柴平児童クラブ説明会

▶日時　１月 24 日日 ９時 30 分～ 10 時 30 分

▶場所　文化の杜交流館コモッセ 講堂

▶対象　柴平児童クラブの利用を希望する保護者

上記以外の放課後児童クラブ説明会

▶日時　１月 24 日日 11 時～ 12 時

▶場所　文化の杜交流館コモッセ 講堂

▶対象　大湯児童クラブ・柴平児童クラブ以外の

放課後児童クラブの利用を新しく希望する保護者

※申込書は、各小学校・保育園を通じて配布して

います。出席される方は申し込みが必要です。

問 すこやか子育て課 こども家庭応援班　

　 ☎ 30-0235

産業活力塾公開講座として、㈱日本総合研究

所主席研究員の藻谷浩介氏を講師にお迎え

し、講演会を開催します。

　どなたでも聴講可能ですので、ぜひご来場くだ

さい。

▶日時　１月 24 日日 13 時 30 分～ 15 時

▶場所　文化の杜交流館コモッセ 文化ホール

▶演題　「里山資本主義はきりたんぽ鍋のような

もの～藻谷浩介がまだ語っていないこと～」

▶講師　藻
も た に

谷 浩
こうすけ

介氏 ( ㈱日本総合研究所主席研

究員 )

▶入場料　無料

▶申し込み　不要

※来場の際、氏名・連絡先の

記載と検温を実施しますので、

ご協力をお願いします。

問 ㈱あきぎんリサーチ＆コンサルティング　

　☎ 018-863-1221

　産業活力課 商工新エネ班 ☎ 30-0250

利用を希望する保護者はご出席ください

藻谷浩介氏講演会

令和３年度 放課後児童クラブ説明会

産業活力塾 市民公開講座

市営住宅の入居者を募集します。申込者が多数

の場合は、抽選により入居者を決定します。

▶入居要件  住宅に困っていること、市税の滞納

がないことなど 

▶募集期間　1月 4日🈷～ 18日🈷まで 8時30分

～17時15 分（土・日・祝日を除く）

※都市整備課建築住宅班および各支所に募集案内

と申込書を備え付けています。詳しくは募集案内

をご覧ください。

▶抽選日　1 月 29 日金（予定）

▶申込先　都市整備課 建築住宅班（申込書をご

持参ください。）

問 都市整備課 建築住宅班 ☎ 30-0266

花輪駅西住宅

市営住宅の入居者を募集

花輪駅西住宅（1戸）　RC 造 1 棟 6 階建て

２階　オール電化

E-203号 2DK（DK12.7 畳・洋室 5.9 畳・洋室 6.7 畳）

必須書類

本人確認書類 2 点

（運転免許証と健康保険証など）

※保護者の本人確認書類

（15 歳未満は保護者同伴のうえ）

ある場合
のみ

・ QR コード付マイナンバーカード交
付申請書

・通知カード  ・住民基本台帳カード

土
づくりや身近なものでできる病害虫対策、

注目の新野菜など、野菜づくりの裏ワザを

紹介します。

▶日時　2 月 3 日水 10 時～ 11 時 30 分

▶場所　文化の杜交流館コモッセ 講堂

▶講師　水
み ず の

野 隆
た か し

史氏（一般社団法人農山漁村文

化協会 東北支部）

▶申込方法　花輪図書館にお申し込みください。

▶申込期間　１月６日水～（定員になり次第締切）

▶定員　先着 50 人

▶参加費　無料

問 花輪図書館 ☎ 23-4471

　 農林課 こだわり作物推進室 ☎ 30-0243

もすこしで、春だハァ～農家の知恵袋を大公開！

野菜づくりのコツ講座

市ホームページ

休日の申請受付
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※
自
己
負
担
額
は
各
医
療
機
関
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

❖
実
施
医
療
機
関　

大
里
医
院
、
大
湯
リ
ハ

ビ
リ
温
泉
病
院
、
か
づ
の
厚
生
病
院
、
鹿
角

中
央
病
院
、
な
か
の
消
化
器
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
長
橋
内
科
胃
腸
科
医
院
、
本
田
内
科
胃

腸
科
医
院
、
福
永
医
院
、
三
ヶ
田
内
科
循
環

器
科
医
院
、
い
け
が
み
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ

ッ
ク

※
市
外
の
医
療
機
関
希
望
の
場
合
は
、
す
こ

や
か
子
育
て
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
（
県
外
は
対
象
外
で
す
）。

問 

す
こ
や
か
子
育
て
課 

健
康
づ
く
り
班 

　

 

☎
30
‐
０
１
１
９

　

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
の
申
し
込
み
を
し
た

が
、
12
月
に
検
診
の
案
内
が
届
い
て
い
な
い

方
や
、
検
診
対
象
者
で
申
し
込
ん
で
い
な
い

が
受
診
を
希
望
す
る
方
は
、
す
こ
や
か
子
育

て
課
健
康
づ
く
り
班
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

❖
予
約
締
切　

１
月
8
日
金　

※
同
日
ま
で
変
更
可
能

❖
検
診
日　

1
月
18
日
🈷
、
19
日
火
、
20
日

水
、
25
日
🈷
、
26
日
火

❖
対
象　

3
月
31
日
水
ま
で
に
40
、
45
、
50
、

55
、
60
、
65
、
70
歳
に
な
る
女
性

問 

す
こ
や
か
子
育
て
課 

健
康
づ
く
り
班 

    

☎
30
‐
０
１
１
９

　

が
ん
治
療
に
よ
り
、ウ
ィ
ッ
グ
（
か
つ
ら
）

ま
た
は
乳
房
補
正
具
を
購
入
し
た
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

❖
対
象

・
申
請
日
に
市
内
に
住
所
が
あ
る
方

・
が
ん
と
診
断
さ
れ
、
が
ん
治
療
を
受
け
た
、

ま
た
は
現
在
受
け
て
い
る
方

・
が
ん
治
療
に
伴
う
、
脱
毛
ま
た
は
乳
房
の

切
除
に
よ
り
、
補
正
具
を
購
入
し
て
い
る
方

・
補
正
具
の
購
入
費
用
に
対
し
て
、
他
の
自

治
体
の
助
成
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
方

　
※
１
人
あ
た
り
そ
れ
ぞ
れ
１
回
ま
で

※
平
成
31
年
4
月
か
ら
令
和
3
年
3
月
ま
で

に
購
入
し
た
補
正
具
が
対
象
で
す
。

❖
申
請
期
限　

３
月
31
日
水

問 

す
こ
や
か
子
育
て
課 

健
康
づ
く
り
班

    

☎
30
‐
０
１
１
９

けんこう information

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
全

国
的
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
需
要

が
高
ま
り
、
流
通
に
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
の
受
付
を
終
了
し
て
い
る
医
療
機

関
も
あ
り
ま
す
の
で
、
病
院
へ
行
く
前
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

日
常
生
活
で
の
予
防
法

問 

す
こ
や
か
子
育
て
課 

健
康
づ
く
り
班 

    

☎
30
‐
０
１
１
９

　

今
年
度
対
象
の
方
は
、
忘
れ
ず
に
接
種
し

ま
し
ょ
う
。

❖
対
象

①
ま
た
は
②
に
当
て
は
ま
る
市
民
の
方

※
過
去
に
接
種
し
た
方
は
除
き
ま
す
。

❖
接
種
期
間　

3
月
31
日
水
ま
で

❖
助
成
内
容　

対
象
医
療
機
関
に
予
約
し
、

接
種
後
、
窓
口
で
助
成
額
３
千
円
を
差
し
引

い
た
金
額
を
お
支
払
い
た
だ
き
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種 

費
用
助
成

1
月
の
健
康
教
室

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

　
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
は
、
認
知
症
の
方
や

ご
家
族
、
地
域
の
方
た
ち
が
集
い
、
認
知
症

に
つ
い
て
知
る
・
語
る
・
つ
な
が
る
場
所
で

す
。
カ
フ
ェ
に
よ
っ
て
内
容
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
す
べ
て
の
カ
フ
ェ
を
訪
れ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

❖
時
間　

９
時
30
分
～
12
時
30
分

❖
対
象　

認
知
症
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら

ず
、老
若
男
女
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

❖
内
容　

お
茶
の
時
間
、
ミ
ニ
講
話
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作
活
動
、
体
操
な
ど
、

毎
月
変
わ
り
ま
す
。

❖
参
加
費　

い
ず
れ
の
カ
フ
ェ
も
無
料

　

　

65
歳
を
迎
え
る
方
を
対
象
に
毎
月
開
催
し

て
い
た
制
度
説
明
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
に
よ
り
、
今
月

か
ら
の
説
明
会
を
休
止
し
ま
す
。

問 

あ
ん
し
ん
長
寿
課 

高
齢
者
支
援
班 

     

☎
30
‐
０
２
３
４

　

認
知
症
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
脳
の
病
気

で
す
。
自
分
や
身
近
な
人
が
認
知
症
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
鹿
角
市
を
目
指
し
、

正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
ま
せ
ん
か
。
受
講

後
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
で
あ
る
「
オ

レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

❖
時
間　

10
時
～
11
時
30
分

　
❖
参
加
費　

い
ず
れ
も
無
料

問 

あ
ん
し
ん
長
寿
課 

    

介
護
予
防
班 

☎
30
‐
０
１
０
３

　

ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。
参

加
希
望
の
方
は
、
市
民
課
国
保
医
療
班
に
前

日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

無
料
託
児
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
4
日

前
ま
で
に
子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
（
☎
30
‐

０
８
５
５
）
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
／
場
所
／
持
ち
物
な
ど

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
教
室

（
さ
ん
さ
ん
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
）

4
日
月
10
時
～
／
記
念
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

／
運
動
ぐ
つ
、
水
分
補
給
の
飲
料
、
①
ス
ト

レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
、
②
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

※
①
②
は
有
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
ヨ
ガ
教
室
（
く
び
れ
て
み
ヨ
ー
ガ
）

8
日
金
10
時
15
分
～
／
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー

（
コ
モ
ッ
セ
内
）
／
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
判

バ
ス
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の
飲
料

浅
利
ゆ
み
先
生
の
健
康
体
操
教
室

（
ス
マ
イ
ル
教
室
）

12
日
火
13
時
30
分
～
／
多
世
代
交
流
ス
ペ
ー

ス
ま
ち
っ
こ
（
花
輪
ふ
く
し
会
）
／
水
分
補

給
の
飲
料

コ
コ
か
ら
体
操
教
室
（
華
美
会
）

15
日
金
10
時
～
／
大
湯
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー 

湯
都
里
／
運
動
ぐ
つ
、
水
分
補
給
の
飲
料

ち
ょ
筋
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室（
ホ
リ
デ
ー
サ
ー
ク
ル
）

24
日
日
10
時
～
／
福
祉
プ
ラ
ザ
／
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
ま
た
は
大
判
バ
ス
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の

飲
料

リ
ズ
ム
運
動
教
室
（
ヘ
ル
ス
デ
ザ
イ
ン
）

27
日
水
10
時
～
／
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー
（
コ

モ
ッ
セ
内
）
／
運
動
ぐ
つ
、
水
分
補
給
の
飲

料問 

市
民
課 

国
保
医
療
班 

☎
30
‐
０
２
２
２

1

月
の
献
血
車
訪
問

❖
日
時　

1
月
21
日
木

＊
輸
血
患
者
の
副
作
用
軽
減
に
つ
な
が
り
ま

す
の
で
、
４
０
０
ml
献
血
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

受
付
時
間

場
所

9
時
～
11
時
30
分

鹿
角
市
役
所

13
時
～
16
時
30
分

介
護
保
険
制
度
説
明
会 

休
止

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

地
区
開
催

日
に
ち

場
所

１
月
13
日
水

谷
内
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

２
月
17
日
水

十
和
田
市
民
セ
ン
タ
ー

年齢 対象

65 歳 昭和 30 年４月２日～昭和 31 年４月１日生

70 歳 昭和 25 年４月２日～昭和 26 年４月１日生

75 歳 昭和 20 年４月２日～昭和 21 年４月１日生

80 歳 昭和 15 年４月２日～昭和 16 年４月１日生

85 歳 昭和 10 年４月２日～昭和 11 年４月１日生

90 歳 昭和５年４月２日～昭和６年４月１日

95 歳 大正 14 年４月２日～大正 15 年４月１日生

100 歳 大正９年４月 2 日～大正 10 年４月１日生

①
3
月
31
日
水
ま
で
に
65
・
70
・
75
・

80
・
85
・
90
・
95
・
１
０
０
歳
に
な
る
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓･

腎
臓･

呼
吸
器
な
ど
に
障
が
い(

１
級
相

当)

が
あ
る
方

・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・ 

外
か
ら
帰
っ
て
き
た
ら
、
手
洗
い
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

・
十
分
な
睡
眠
と
栄
養
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
カ
フ
ェ

医
療
用
補
正
具
購
入
費
助
成

乳
房
補
正
具
（
補
正
パ
ッ
ド
ま

た
は
人
工
乳
房
）

※
固
定
下
着
も
含
む

ウ
ィ
ッ
グ
（
全
頭
用
の
か
つ
ら
）

品
目

２
万
円

３
万
円

助
成
上
限

問い合わせ

☎ 30-0103

☎ 25-8022

☎ 22-4080

※要予約

☎ 23-2165

場所

文化の杜交流館

コモッセ

月山の郷（毛馬内）

多世代交流スペース

まちっこ（花輪）

社会福祉協議会

日にち

8 日金

（毎月第１金曜日）

17 日日
（毎月第３日曜日）

18 日🈷
（毎月 18 日）

21 日木
（毎月第 3 木曜日）

名称

オレンジカフェ　
しゃべり～な

ほっとな茶屋　
月山の郷

まちっこカフェ

ぷら～っと
カフェ

・ 

咳
や
く
し
ゃ
み
が
出
る
時
は
、
他
の
人

に
う
つ
さ
な
い
よ
う
マ
ス
ク
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。
マ
ス
ク
を
つ
け
る
と
き
は

鼻
か
ら
あ
ご
ま
で
を
覆
い
、
隙
間
が
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

マ
ス
ク
を
持
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
テ

ィ
ッ
シ
ュ
や
腕
の
内
側
な
ど
で
口
と
鼻

を
押
さ
え
、
他
の
人
か
ら
顔
を
そ
む
け

て
1
ｍ
以
上
離
れ
ま
し
ょ
う
。

・ 

鼻
汁
や
痰
な
ど
を
含
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

は
す
ぐ
に
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
、
手
の
ひ
ら

で
咳
や
く
し
ゃ
み
を
受
け
止
め
た
時
は

す
ぐ
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
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子育て・学び information

　

１
月
26
日
は
法
隆
寺
金
堂
壁
画
が
火
災
に
よ

り
焼
損
し
た
日
に
あ
た
り
ま
す
。こ
の
日
は「
文

化
財
防
火
デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
、
全
国
各
地
で

火
災
や
地
震
な
ど
か
ら
文
化
財
を
守
る
た
め
の

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
全
国
で
火
災
な
ど
の
災
害
に
よ
る
文

化
財
の
損
失
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
地
域
の
身

近
な
文
化
財
の
防
火
防
災
に
努
め
、
文
化
財
愛

護
の
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

※
市
指
定
文
化
財
ま
た
は
秋
田
県
指
定
文
化
財

の
所
有
者
な
ど
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
変

更
届
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課 

文
化
財
班 

☎
30
‐
０
２
９
４

は
な
わ
ん
こ
の
お
は
な
し
会
ス
ペ
シ
ャ
ル　

新
春
む
か
し
あ
そ
び

❖
日
時　

１
月
5
日
火 

9
時
～
12
時

❖
場
所　

花
輪
図
書
館 

児
童
室

❖
内
容　

か
る
た
や
福
笑
い
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

な
ど
の
昔
遊
び
を
し
な
が
ら
、
楽
し
い
お
は
な

し
が
聞
け
ま
す
。

問 

花
輪
図
書
館 

☎
23
‐
４
４
７
１

❖
日
時　

２
月
７
日
日 

開
会
式
９
時
30
分
～

❖
場
所　

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ 

　
❖
参
加
費　

3
０
０
円

※
当
日
受
付
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

❖
申
込
方
法　

生
涯
学
習
課
、市
内
小
中
学
校
・

高
校
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
設
置
し
て

い
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
生

涯
学
習
課
へ
持
参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

❖
申
込
期
間　

１
月
14
日
木
～
２
月
3
日
水

か
る
た
練
習
会

　

大
会
に
先
立
ち
練
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
出

場
予
定
の
方
や
興
味
の
あ
る
方
な
ど
、
お
気
軽

に
参
加
く
だ
さ
い
。

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。（
出
入
り
自
由
）

❖
日
時　

２
月
１
日
🈷
～
５
日
金 

19
時
～
21
時
、

２
月
６
日
土 

13
時
～
17
時

❖
場
所　

花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

和
室

❖
指
導　

花
輪
か
る
た
同
好
会

問 

生
涯
学
習
課 

文
化
財
班 

☎
30
‐
０
２
９
４  

    

Ｆ
Ａ
Ｘ 

30
‐
１
１
４
０

    E
-m

a
il b
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郷
土
を
語
る
会
「
松ま
つ
う
ら浦
武た
け
し
ろ
う

四
郎
の
『
鹿
角
日
誌
』

花
輪
の
項
に
つ
い
て
」　

❖
日
時　

1
月
15
日
金 

14
時
～
16
時

❖
講
師　

金
沢 

文
三
氏

❖
内
容　

探
検
家
松
浦
武
四
郎
が
鹿
角
を
訪
れ

た
際
の
、
花
輪
や
柴
平
方
面
の
記
録
を
学
び
ま
す
。

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

新
春
お
年
玉
く
じ

❖
期
間　

1
月
5
日
火
～
景
品
が
な
く
な
り
次

第
終
了

❖
内
容　

貸
し
出
し
・
返
却
の
方
に
新
春
お
年

玉
く
じ
を
用
意
し
ま
す
。
図
書
館
で
購
入
し
た

雑
誌
な
ど
の
付
録
が
当
た
り
ま
す
。

児
童
室
で
お
正
月
あ
そ
び

　

す
ご
ろ
く
や
か
る
た
な
ど
、
お
正
月
あ
そ
び

の
道
具
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
遊

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

❖
期
間　

1
月
5
日
火
～
11
日
月

　
ト
ワ
ダ
ッ
ク
の
わ
く
わ
く
土
曜
教
室

「
ピ
カ
ピ
カ
せ
っ
け
ん
作
り
」

❖
日
時　

2
月
6
日
土 

10
時
30
分
～
12
時

❖
内
容　

せ
っ
け
ん
作
り
や
読
み
聞
か
せ
を
し

ま
す
。

❖
定
員　

20
人

❖
参
加
費　

無
料

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。（
先
着
順
）

問 

十
和
田
図
書
館 

☎
35
‐
３
２
３
９

　
開
館
５
周
年
記
念
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
風
市
民
舞
台
劇

「
輝
く
未
来
、
こ
の
空
の
下
で
」

　

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ
開
館
５
周
年
を

記
念
し
て
、
市
民
と
劇
団
Ｓ
Ｅ
Ｔ
を
は
じ
め
、

多
彩
な
ゲ
ス
ト
に
よ
る
舞
台
劇
を
上
演
し
ま
す
。

過
去
か
ら
現
在
そ
し
て
未
来
へ
繋
が
っ
て
い
く

ス
ト
ー
リ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

❖
日
時　

２
月
28
日
日

【
１
回
目
】　

開
演 

11
時
（
開
場 

10
時
30
分
）

【
２
回
目
】　

開
演 

15
時
（
開
場 

14
時
30
分
）

❖
場
所　

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ 

文
化

ホ
ー
ル

❖
座
席　

全
席
指
定　

※
未
就
学
児
ひ
ざ
上
鑑
賞
は
無
料
、
席
が
必
要

な
場
合
は
有
料
で
す
。

❖
チ
ケ
ッ
ト
販
売
期
間　

１
月
15
日
金 

10
時
～

❖
プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ

セ
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
大
湯
支
所
、
小
坂
町

セ
パ
ー
ム
、
ほ
く
し
か
鹿
鳴
ホ
ー
ル

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

 

館
内
設
備
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す
。
入
館

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

❖
日
時　

1
月
25
日
🈷 

８
時
30
分
～
12
時

問 

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ　

    

☎
30
‐
１
５
０
４

花
輪
図
書
館

文
化
財
防
火
デ
ー 

十
和
田
図
書
館

第
49
回
鹿
角
市
か
る
た
選
手
権
大
会

歴
史
民
俗
資
料
館

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ

民
俗
学
入
門
④
～
⑥

❖
時
間　

13
時
30
分

❖
場
所　

歴
史
民
俗
資
料
館  

展
示
ホ
ー
ル

❖
講
師　

齋
藤 

壽じ
ゅ
い
ん胤

氏
（
秋
田
県
民
俗
学
会

副
会
長
）

❖
定
員　

25
人

❖
申
込
期
間　

1
月
13
日
水
～

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。（
先
着
順
）

※
同
時
に
複
数
の
参
加
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。

※
申
込
時
に
お
名
前
と
連
絡
先
を
お
聞
き
し
ま
す
。

問 

歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
22
‐
７
２
８
8

あ
の
ね
の
日

　

保
健
師
や
心
理
士
に
、
気
に
な
っ
て
い
る
事

や
心
配
事
な
ど
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

❖
日
時　

1
月
7
日
木 

10
時
～
12
時

❖
場
所　

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー

❖
対
象　

市
内
在
住
の
子
育
て
中
の
方
、
孫
か

て
中
の
方

※
「
あ
か
ち
ゃ
い
く
る
」
も
行
い
ま
す
。

奏か
な
で

＆
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
の
日

　

触
れ
合
い
遊
び
や
絵
本
の
紹
介
を
し
ま
す
。

❖
日
時　

1
月
14
日
木

【
1
回
目
】
10
時
30
分
～

【
2
回
目
】
11
時
30
分
～　

❖
場
所　

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー

ペ
タ
ペ
タ
の
日

　

体
を
思
い
切
り
動
か
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

❖
日
時　

1
月
21
日
木 

10
時
～
12
時

❖
場
所　

花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

講
堂

❖
定
員　

10
組

❖
対
象　

市
内
在
住
の
未
就
学
児
と
そ
の
家
族

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

み
ら
いD

E

あ
そ
ぼ
「
は
い
は
い
さ
ん
の
会
」

　

手
作
り
お
も
ち
ゃ
や
絵
本
、
手
遊
び
の
紹
介

を
し
ま
す
。

❖
日
時　

1
月
28
日
木 

10
時
30
分
～
11
時
30
分

❖
場
所　

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー

❖
対
象　

市
内
在
住
の
子
育
て
中
の
方
、
孫
か

て
中
の
方

問 

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー 

☎
30
‐
０
８
５
５

元
気
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
食
堂
in
花
輪

　

調
理
ス
タ
ッ
フ
と
Ｊ
Ｂ
倶
楽
部
の
メ
ン
バ
ー

が
子
ど
も
た
ち
に
う
ど
ん
を
振
る
舞
い
ま
す
。

❖
日
時　

1
月
20
日
水 

15
時
～
18
時

❖
場
所　

花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

和
室

❖
対
象　

花
輪
地
区
の
小
中
学
生

❖
参
加
費　

無
料

ふ
ら
っ
と
お
い
で
♭

「
レ
ッ
ツ
!!
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
」

❖
日
時　

２
月
６
日
土 

10
時
～
12
時

❖
場
所　

児
童
セ
ン
タ
ー 

遊
戯
室

❖
参
加
費　

１
０
０
円

❖
定
員　

20
人

❖
対
象　

市
内
の
小
学
生

❖
持
ち
物　

内
ズ
ッ
ク
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

マ
ス
ク

 

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

問 

児
童
セ
ン
タ
ー 

☎
23
‐
７
１
８
０　

とき 内容 対象 受付開始

8 日金 5歳児すくすく健康相談 保育園などから連絡があります

１２時 45 分
15 日金 ３歳児健診 平成 29 年８月生（八、尾、十、大・草）、９月生（花）

20 日水 3～ 4か月児健診 令和２年９月生（全地区）

21日木 １歳６か月児健診 令和元年５月生（花）

26 日火 乳児相談（4 ～ 5 か月児） 令和２年８月生（全地区）
９時 45 分

29 日金 乳児相談（8～10か月児） 令和２年３月生（全地区）、４月生（全地区）

乳幼児の健診カレンダー乳幼児の健診カレンダー

誕生日の思い出に写真を掲載してみませんか。（未就学児に限ります）

詳しくは政策企画課 政策推進班（☎ 30-0205）までご連絡ください。

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー

児
童
セ
ン
タ
ー

平
成
30
年
1

月

23

日
生
／
花
輪

父 

孝
貴
さ
ん
・
母 

有
紗
さ
ん

おしゃべり大好き、我が家のムー

ドメーカー！妹のお世話もしてく

れる頼もしいお姉ちゃんです♥

安
あ ん ぼ

保 柚
ゆ ず き

希ちゃん　➌歳

平
成
30
年
1

月

17

日
生
／
花
輪

父 

卓
也
さ
ん
・
母 

友
絵
さ
ん

動物園が大好き！弟のお世話を

たくさんしてくれます。ずっと可

愛い笑顔でおうちを明るくして

ね♥

栗
くりやま

山 陽
ひ な た

向ちゃん　➌歳

今月のお誕生日

平
成
31
年
1

月

2

日
生
／
十
和
田

父 

史
さ
ん
・
母 

得
未
さ
ん

外でも裸足で走り回る元気な咲

世☆歌が大好きで、かわいい歌

声でみんなを和ませてくれます♪

髙
たかはし

橋 咲
さ よ

世ちゃん　❷歳

❖場所　福祉保健センター
※マスクの着用や手指消毒、検温にご協力ください。また、対象日に参加が難しい場合は、ご相談
ください。お子さま１人につき、付き添いの方は１人でお願いします。

問 すこやか子育て課 健康づくり班 ☎ 30-0265

対
象

入
場
料

一
般

１
千
円
（
当
日
１
５
０
０
円
）

高
校
生
以
下

５
０
０
円
（
当
日
１
千
円
）

参
加
種
目

受
付
時
間

Ａ
級

選
手
権
の
部

（
高
校
生
以
上
の
有
段
者
）

８
時
45
分
～

９
時
35
分

Ｂ
級

一
般
の
部
（
高
校
生
以
上
）

Ｃ
級

中
学
生
の
部

８
時
45
分
～

９
時
10
分

Ｄ
級

小
学
５
・
６
年
生
の
部

Ｅ
級

小
学
３
・
４
年
生
の
部

９
時
10
分
～

９
時
35
分

Ｆ
級

小
学
１
・
２
年
生
以
下
の
部

内
容

日
に
ち

民
俗
学
入
門
④

「
民
俗
学
と
し
て
の
昔
話
論
」

２
月
６
日
土

民
俗
学
入
門
⑤

「
季
節
の
中
の
神
ご
と
（
年
中
行
事

の
民
俗
）
上
」

2
月
20
日
土

民
俗
学
入
門
⑥

「
季
節
の
中
の
神
ご
と
（
年
中
行
事

の
民
俗
）
下
」

３
月
６
日
土



み
ん
な
の
情
報
広
場
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

原
稿
の
締
切
日
は
発
行
月
の
前
月
８
日
で
す
。

◎ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
で
も
お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

政
策
企
画
課　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

30
‐
１
１
２
２

情
報
の
広
場

情
報
の
広
場

2021年 1月号23 KAZUNO CITY 2021年 1月号 22KAZUNO CITY※ 2 月1日🈷は国民健康保険税第７期、市県民税第４期の納期限です。

　県外に進学・就職した方の、秋田への移住や秋田での就職を応援するキャンペーンを

展開しています。

　移住・就職相談窓口を東京と秋田に設置していますので、次の窓口をおすすめください。

　

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

結
婚
を
希
望
す
る
方
の
出
会
い
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

登
録
の
手
順
：

①
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
本
人
情
報
を
仮
登

録
し
、
来
所
予
約
を
行
い
ま
す
。

※
ｗ
ｅ
ｂ
予
約
の
み

②
お
近
く
の
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
お
越
し
い
た
だ
き
、
面
談
で

の
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

③
会
員
番
号
を
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
マ
イ
ペ
ー
ジ
か
ら
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
を
登
録
し
、
本
登
録
が
完

了
と
な
り
ま
す
。

④
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で

お
会
い
し
た
い
相
手
を
検
索
、
申
し

込
み
ま
す
。
Ａ
Ｉ
が
相
性
の
良
い
相

手
を
紹
介
す
る
機
能
も
あ
り
ま
す
。

⑤
マ
イ
ペ
ー
ジ
上
で
お
互
い
の
日
程

を
調
整
し
、
お
見
合
い
場
所
を
候
補

リ
ス
ト
か
ら
選
択
し
ま
す
。

※
入
会
登
録
に
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
が
必
要
で
す
。

※
入
会
条
件
、
必
要
書
類
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鹿
角
市
の
支
援

　

入
会
登
録
料
1
万
円
を
全
額
補
助

し
ま
す
。
入
会
登
録
時
の
本
人
費
用

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
０
０
‐
８
０
０
‐
０
４
１
３

　

１
月
23
日
土
か
ら
31
日
日
は
、「
秋

田
県
雪
害
事
故
防
止
週
間
」
で
す
。

　

「
屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
２
人
以
上

で
」
「
除
雪
機
の
調
整
な
ど
は
エ
ン

ジ
ン
を
切
っ
て
か
ら
」
な
ど
除
排
雪

作
業
中
の
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

問
秋
田
県 

県
民
生
活
課 

☎
０
１
８
‐
８
６
0
‐
１
５
２
２

除
排
雪
時
の
安
全
確
認

　

雪
か
き
時
は
、
普
段
よ
り
視
野
が

狭
く
な
り
、
安
全
確
認
が
お
ろ
そ
か

に
な
り
が
ち
で
す
。
特
に
除
排
雪
中

に
道
路
を
横
断
す
る
時
な
ど
は
、
左

右
の
安
全
確
認
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

反
射
材
の
着
用

　

夜
間
は
昼
間
に
比
べ
交
通
事
故
の

発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。
歩
行
中
の

交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
反
射
材
を

着
用
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
の
視
認

性
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
暗
く
な
る

前
の
明
る
い
時
間
帯
に
行
い
ま
し
ょ

う
。
夜
間
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
す
る
際

は
、
反
射
材
を
必
ず
着
用
し
ま
し
ょ

う
。

問
鹿
角
警
察
署 

☎
23
‐
３
３
２
１

日
時
：
１
月
23
日
土 

10
時
～
18
時

内
容
：
Ｂ
型
肝
炎
被
害
対
策
東
北
弁

護
団
の
弁
護
士
が
、
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟

に
つ
い
て
、
無
料
電
話
相
談
を
行
い

ま
す
。
（
通
話
料
は
自
己
負
担
）

対
象
：
Ｂ
型
肝
炎
患
者
ま
た
は
そ
の

家
族
（
患
者
が
亡
く
な
っ
て
い
る
場

合
は
そ
の
相
続
人
）

相
談
先
の
電
話
番
号
：

☎
０
２
２
‐
７
２
１
‐
３
０
７
２

問
Ｂ
型
肝
炎
被
害
対
策
東
北
弁
護
団

☎
０
１
２
０
‐
76
‐
０
１
５
２

訓
練
期
間
：
３
月
2
日
火
～
８
月
27

日
金

時
間
：
9
時
30
分
～
15
時
40
分

場
所
：
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

訓
練
科
：
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
科

募
集
期
間
：
１
月
6
日
水
～
29
日
金

受
講
料
：
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

は
自
己
負
担
）

応
募
資
格
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

申
込
さ
れ
た
方
で
、
新
た
な
技
術
・

技
能
を
身
に
つ
け
て
の
再
就
職
を
希

望
す
る
方

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

☎
０
１
８
‐
８
７
３
‐
３
１
７
８

消
防
出
初
め
式

公
共
職
業
訓
練

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

入
会
登
録

　 今月の相談日程

　

冬
場
の
雪
や
凍
結
に
よ
る
転
倒
事

故
は
、
特
に
１
月
～
２
月
の
積
雪
時

期
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
転
倒
災
害

を
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

・
危
険
な
場
所
を
知
り
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

・
正
し
く
靴
を
選
び
、
意
識
し
て
歩

き
ま
し
ょ
う
。

・
雪
の
降
り
始
め
や
除
雪
後
の
駐
車

場
、
ブ
ラ
ッ
ク
ア
イ
ス
バ
ー
ン
、
車

の
乗
り
降
り
、
朝
７
時
～
９
時
は
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

問
秋
田
労
働
局 

健
康
安
全
課

☎
０
１
８
‐
８
６
２
‐
６
６
８
３

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
令
和
３
年
度
開
催
の

第
21
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
三
重
大
会
）
予
選
大
会
を
実
施
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
特
例
と
し
て
推

薦
応
募
制
に
よ
り
、
選
手
の
選
考
を

行
い
ま
す
。

申
込
方
法
：
参
考
と
な
る
自
己
記
録
・

結
果
を
記
載
し
た
推
薦
応
募
書
類
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
：
４
月
１
日
木
～
５
月
７

日
金

問
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

☎
０
１
８
‐
８
６
４
‐
２
７
５
０

日
に
ち
：
１
月
４
日
🈷 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
開
催
規
模
を
縮
小
し
、
紅

白
餅
ま
き
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
は
中
止
し
ま
す
。

消
防
出
初
め
式
に
伴
う
交
通
規
制

（
全
面
通
行
止
め
）

問
消
防
本
部 

☎
23
‐
５
６
０
１

日
時
：
２
月
７
日
日 

9
時
～
13
時

30
分

集
合
場
所
：
中
滝
ふ
る
さ
と
学
舎

内
容
：
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
は
い
て
氷

瀑
（
錦
見
・
銚
子
・
湯
の
又
の
滝
）

を
め
ぐ
り
ま
す
。
ま
た
、
体
が
温
ま

る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
え
ご
ま
た
ん
ぽ

作
り
を
行
い
ま
す
。

定
員
：
20
人
（
最
少
催
行
人
数
５
人
）

参
加
費
：
大
人
２
５
０
０
円
、
小
学

生
以
下
１
５
０
０
円

（
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
貸
出
料
・
体
験
料
・

保
険
料
・
昼
食
代
込
）

申
込
締
切
：
１
月
30
日
土

持
ち
物
：
防
寒
具
、
手
袋
、
長
靴
な

ど問
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
づ
の
ふ

る
さ
と
学
舎 

☎
30
‐
４
０
２
１

E-m
ail

：contact@
kazuno-furusato.jp

八
幡
平
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト

就
職
を
希
望
す
る
新
卒
者

（
保
護
者
）
の
み
な
さ
ん
へ

冬
場
の
転
倒
災
害 

防
止

全
国
一
斉
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟

無
料
電
話
相
談

第
21
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
（
三
重
大
会
）

個
人
競
技
の
選
手
選
考

交
通
安
全
情
報

秋
田
県
警
察
就
職
説
明
会

秋
田
県
雪
害
事
故
防
止
週
間

氷
瀑
と
白
銀
の
世
界
を

め
ぐ
る

山ぶ

な

も

り

毛
森
の
主
に
逢
い
に
行
こ
う

日
時
：
１
月
10
日
日 

９
時
30
分
～

11
時
30
分

集
合
場
所
：
秋
田
八
幡
平
ス
キ
ー
場

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

参
加
費
：
大
人
1
千
円
、
中
学
生
以

下
5
０
０
円
（
小
学
生
以
上
対
象
）

※
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
・
ス
ト
ッ
ク
レ
ン

タ
ル
無
料

定
員
：
10
人
（
最
少
催
行
人
数
2
人
）

持
ち
物
：
冬
山
歩
き
に
適
し
た
服
装
、

飲
み
物
や
菓
子
な
ど
行
動
食
、
マ
ス

ク
（
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
、
ス
ト
ッ
ク
）

申
込
締
切
：
１
月
7
日
木

問
（
一
財
）
自
然
公
園
財
団
八
幡
平
支
部

☎
25
‐
８
８
４
６

問
秋
田
県
警
察
採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
‐
８
６
３
３
１
４

　

秋
田
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や

県
内
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、「
新

卒
者
集
中
支
援
コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

就
職
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
や

サ
ー
ビ
ス
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
：
就
職
を
希
望
す
る
大
学
・
短

大
・
専
修
学
校
な
ど
の
学
生
、
高
校

生
、
中
学
生
、
卒
業
か
ら
３
年
以
内

の
既
卒
者

内
容
：
求
人
情
報
の
提
供
、
応
募
書

類
の
添
削
指
導
、
面
接
指
導
、
個
別

求
人
開
拓
な
ど

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鹿
角

☎
23
‐
２
１
７
３

区
間

時
間

県
道
十
二
所
花
輪
大
湯
線

（
下
タ
町
・
組
丁
・
横
丁
・

新
町
・
大
町
・
谷
地
田
町
・

六
日
町
）

10
時
30
分
～

12
時
30
分

市
道
横
町
袋
丁
線
（
鹿
角
市

歴
史
民
俗
資
料
館
通
り
）

10
時
～

12
時
30
分

日
に
ち

時
間

エ
リ
ア
な
か
い
ち 

に
ぎ
わ
い
交
流
館

Ａ
Ｕ
４
階 

研
修
室

１
月
３
日
日

①
10
時
～
11
時
30
分

②
11
時
30
分
～
13
時

③
13
時
～
14
時
30
分

④
14
時
30
分
～
16
時

秋
田
拠
点
セ
ン
タ
ー 

Ａ
Ｌ
Ｖ
Ｅ 

４
階 

洋
室
Ｂ

１
月
5
日
火
～

８
日
金

①
10
時
～
11
時
30
分

②
11
時
30
分
～
13
時

内
容

時
間

場
所

表
彰
式

9
時
30
分
～

11
時
15
分

文
化
の
杜
交
流
館

コ
モ
ッ
セ

ま
と
い
振
り

11
時
25
分
～

12
時

秋
田
銀
行

花
輪
支
店
前

分
列
行
進

大
町
・
新
町

商
店
街

■ 出張年金相談（鷹巣年金事務所）

相 談 日：1 月6 日水、1 3 日水、20 日水、

27 日水／相談場所：市役所第１・２会議

室／開設時間：9 時 30 分～12 時、13 時

～15 時30 分 ※相談日の１カ月前から前日

までに鷹巣年金事務所への予約が必要です。

基礎年金番号のわかる年金手帳や年金証

書をご準備の上、電話で予約してください。

問鷹巣年金事務所 お客様相談室

☎0186-62-1490

■無料総合相談（人権擁護委員・行政相談委員）

相談日：1 月 12 日火／相談場所：市役

所第３会議室 ／開設時間：13 時 30 分～

16 時 ※予約は不要です。

問市民共動課 共動推進班 ☎ 30-0202

■ 無料弁護士相談（秋田弁護士会）

①相談日：1 月 14 日木／相談場所：交

流センター／開設時間：13 時 30 分～

16 時／担当：緑川 正樹弁護士

②相談日：1 月 28 日木／相談場所：交

流センター／開設時間：13 時 30 分～

16 時／担当：川田 繁幸弁護士

※どちらも前日までに予約が必要です。

問消費生活センター ☎ 30-0258

☎ 080-9292-5195（火～日）11：15 ～ 18：00

あきた回帰キャンペーン 問秋田県 移住・定住促進課 ☎ 018-860-1248

秋田テルサ 3 階（秋田市御所野）

▶学生就活サポート・Ａターン就職相談窓口「Ａターンプラザ秋田」
　場　所：都道府県会館７階 県東京事務所内（東京メトロ永田町駅すぐ）
　連絡先：☎ 0120-122-255（月～金）9：00 ～ 17：45

　「あきた学生就活緊急サポートデスク」を開設しました！
　新型コロナウイルス感染症の影響により、不安を抱えて就職活動をしている大学生等の

　県内就職をサポートするため、Ａターンプラザ内に緊急の相談窓口「あきた学生就活緊
　急サポートデスク」を開設しました。上記連絡先のほか、メールでの相談も受け付けて
　おります。

　　相談窓口メールアドレス : arr87610@pop29.odn.ne.jp

▶移住・就職相談窓口「あきたで暮らそう！Ａターンサポートセンター」　　
　場　所 : 東京交通会館８階 ふるさと回帰支援センター内（JR 有楽町駅前）
　連絡先 : ☎ 080-9292-5195（火～日）11：15 ～ 18：00
　　※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、臨時休館などの場合があります。
　 　　最新情報は「移住・定住ポータルサイト」をご覧ください。

▶Ａターン就職登録・相談窓口「秋田県ふるさと定住機構」
場　所 : 秋田テルサ 3 階（秋田市御所野）
連絡先：☎ 018-826-1731（月～金）9：00 ～ 17：00
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ハ

イ

ラ

ー

ハ

イ

ラ

ー

中央ヨーロッパに位置し、オーストリア・スロベニア・スロバキア・ウクライナ・ルーマニア・セルビア・クロアチアに囲まれた内陸国「ハンガリー」

イタリア

ドイツ

ポーランド

ウクライナ

ルーマニア

フランス

Ｈ
Ａ
Ｊ
Ｒ

Ｈ
Ａ
Ｊ
Ｒ
ÁÁ  

Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
！

Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
！

国
際
交
流
員
ダ
ン
コ
ー
・
ア
ン
ド
レ
ア
さ
ん
の

国
際
交
流
員
ダ
ン
コ
ー
・
ア
ン
ド
レ
ア
さ
ん
の

※
「
ハ
イ
ラ
ー
」
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
で
「
頑
張
れ
」
の
意
味

※
「
ハ
イ
ラ
ー
」
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
で
「
頑
張
れ
」
の
意
味

フェイスブック公開中。「鹿角 CIR ダンコー・アンドレア」で検索してください。  

日
々
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
語
教
室
は
生
徒
さ
ん
の
安
全
を

考
慮
し
、
感
染
状
況
が
落
ち
着
く
ま
で

オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
を
行
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
生
徒
募
集
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
は
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

代
わ
り
に
自
己
紹
介
ビ
デ
オ
と
オ
ン
ラ

イ
ン
申
込
書
を
作
成
し
ま
し
た
。
申
込

書
に
は
「
日
本
語
授
業
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
」
「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
参

加
し
ま
す
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
、

生
徒
さ
ん
の
日
本
語
学
習
へ
の
熱
意
を

感
じ
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
て
い
ら
れ
な
い

な
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
シ
ョ
プ
ロ
ン
市
で
の
生
活

や
市
の
魅
力
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。
シ
ョ
プ
ロ
ン
市
の
こ
と
を
少

し
で
も
近
く
に
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら

嬉
し
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
、
戸
脇
美
夢
と
申
し

ま
す
。
第
11
代
日
本
語
語
学
指
導
員
と

し
て
、
２
０
２
０
年
10
月
か
ら
、
姉
妹

都
市
で
あ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
シ
ョ
プ
ロ

ン
市
に
滞
在
し
、
日
本
語
や
日
本
文
化

を
教
え
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
不
安
と
緊
張
も
あ
り
ま
し
た

が
、
シ
ョ
プ
ロ
ン
市
職
員
の
方
々
や
日

本
語
教
室
の
生
徒
さ
ん
、
ご
近
所
の

方
々
が
と
て
も
親
切
に
し
て
く
だ
さ
る

お
か
げ
で
、
こ
ち
ら
の
生
活
に
も
慣
れ

て
き
ま
し
た
。
シ
ョ
プ
ロ
ン
市
の
方
々

は
初
め
こ
そ
は
シ
ャ
イ
な
も
の
の
、
一

度
仲
良
く
な
る
と
家
族
の
よ
う
に
接
し

て
く
れ
、
ど
こ
と
な
く
日
本
人
に
相
通

じ
る
も
の
を
感
じ
ま
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
が
急
速
に
拡
大
し
て
お
り
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
11
月
初
旬
に
は
非
常
事
態
宣
言
の

延
長
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
レ
ス
ト
ラ

ン
は
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
み
、
そ
の
他
の

店
は
時
短
営
業
を
し
て
お
り
、
街
を
歩

い
て
い
る
と
寂
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
も
、
家
に
招

待
し
て
く
れ
た
り
散
歩
に
誘
っ
て
く
れ

る
シ
ョ
プ
ロ
ン
市
の
方
々
の
優
し
さ
に
、

　

三
重
県
出
身
。
留
学
経
験
を
経
て
、
国
際
教
養
大
学
専
門
職
大
学
院

　

三
重
県
出
身
。
留
学
経
験
を
経
て
、
国
際
教
養
大
学
専
門
職
大
学
院

に
て
日
本
語
教
育
を
学
び
、
多
く
の
異
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・

に
て
日
本
語
教
育
を
学
び
、
多
く
の
異
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・

運
営
に
携
わ
る
な
ど
、
豊
富
な
国
際
交
流
経
験
を
活
か
し
渡
航
。

運
営
に
携
わ
る
な
ど
、
豊
富
な
国
際
交
流
経
験
を
活
か
し
渡
航
。

日
本
語
語
学
指
導
員
現
地
レ
ポ
ー
ト

第
11
代
日
本
語
語
学
指
導
員　

戸と

わ

き脇 

美み

む夢
さ
ん

MY SOPRMY SOPRON LION LIFEFE （私のショプロン生活）（私のショプロン生活） ブログ公開中　https://my-sopron-life.blogspot.com/

エリザベス庭園にて

ヴァイダフニャド城前のスケート場
（ブダペスト市）

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
冬
の
過
ご
し
方

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
冬
の
過
ご
し
方

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
年
間

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
年
間
3030
日
ほ
ど
し
か

日
ほ
ど
し
か

雪
が
降
り
ま
せ
ん
が
、
年
末
年
始
の
気

雪
が
降
り
ま
せ
ん
が
、
年
末
年
始
の
気

温
は
３
度
か
ら
マ
イ
ナ
ス
３
度
で
、
風

温
は
３
度
か
ら
マ
イ
ナ
ス
３
度
で
、
風

景
は
白
く
は
な
い
け
れ
ど
寒
い
で
す
。

景
は
白
く
は
な
い
け
れ
ど
寒
い
で
す
。

特
に
、

特
に
、
11
月
か
ら

月
か
ら
22
月
に
か
け
て

月
に
か
け
て
22
週週

間
続
く
平
均
マ
イ
ナ
ス

間
続
く
平
均
マ
イ
ナ
ス
1010
度
の
日
々
は

度
の
日
々
は

痛
い
ほ
ど
寒
い
で
す
。

痛
い
ほ
ど
寒
い
で
す
。

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
鹿
角
の
よ
う
に
山

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
鹿
角
の
よ
う
に
山

に
囲
ま
れ
た
盆
地
に
位
置
し
て
い
ま
す

に
囲
ま
れ
た
盆
地
に
位
置
し
て
い
ま
す

が
、
国
境
近
く
の
山
ま
で
行
か
な
け
れ

が
、
国
境
近
く
の
山
ま
で
行
か
な
け
れ

ば
ス
キ
ー
は
楽
し
め
ま
せ
ん
。
ハ
ン
ガ

ば
ス
キ
ー
は
楽
し
め
ま
せ
ん
。
ハ
ン
ガ

リ
ー
人
の
多
く
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス

リ
ー
人
の
多
く
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス

ロ
バ
キ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
の

ロ
バ
キ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
の

ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
ま
で
出
か
け
ま
す
。

ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
ま
で
出
か
け
ま
す
。

私
は
隣
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に

私
は
隣
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
11
週
間
程

週
間
程

度
滞
在
す
る
の
が
好
き
で
す
が
、
マ
ニ

度
滞
在
す
る
の
が
好
き
で
す
が
、
マ
ニ

ア
ッ
ク
な
方
は
、
ス
キ
ー
場
ま
で
片
道

ア
ッ
ク
な
方
は
、
ス
キ
ー
場
ま
で
片
道

５
０
０
㎞
も
運
転
し
、
日
帰
り
で
行
く

５
０
０
㎞
も
運
転
し
、
日
帰
り
で
行
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
ス
ケ
ー
ト
な
ら
国
内
で
も

　

し
か
し
、
ス
ケ
ー
ト
な
ら
国
内
で
も

楽
し
め
る
場
所
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま

楽
し
め
る
場
所
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま

ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
級
の
バ
ラ
ト
ン

ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
級
の
バ
ラ
ト
ン

湖
で
す
が
、
十
和
田
湖
と
違
っ
て
か
な

湖
で
す
が
、
十
和
田
湖
と
違
っ
て
か
な

り
浅
い
の
で
、
適
切
な
厚
み
の
ア
イ
ス

り
浅
い
の
で
、
適
切
な
厚
み
の
ア
イ
ス

が
で
き
、
滑
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も

が
で
き
、
滑
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も

し
湖
を
一
周
し
た
い
な
ら
、
ヴ
ェ
レ
ン

し
湖
を
一
周
し
た
い
な
ら
、
ヴ
ェ
レ
ン

ツ
ェ
湖
が
お
勧
め
で
す
。
湖
ま
で
行
け

ツ
ェ
湖
が
お
勧
め
で
す
。
湖
ま
で
行
け

な
い
方
は
地
下
水
や
雨
水
、
溶
け
た
雪

な
い
方
は
地
下
水
や
雨
水
、
溶
け
た
雪

か
ら
自
然
に
で
き
る
「
畑
の
ス
ケ
ー
ト

か
ら
自
然
に
で
き
る
「
畑
の
ス
ケ
ー
ト

場
」
で
滑
る
の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

場
」
で
滑
る
の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

ブ
ダ
ペ
ス
ト
市
だ
と
、
お
城
の
周
り
の

ブ
ダ
ペ
ス
ト
市
だ
と
、
お
城
の
周
り
の

ボ
ー
ト
用
の
池
が
ス
ケ
ー
ト
場
に
切
り

ボ
ー
ト
用
の
池
が
ス
ケ
ー
ト
場
に
切
り

替
わ
り
、
週
末
の
夕
方
に
は
大
勢
の
人

替
わ
り
、
週
末
の
夕
方
に
は
大
勢
の
人

が
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
ス
ケ
ー
ト
を
楽

が
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
ス
ケ
ー
ト
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
高
校
時
代
は
冬
の
体

し
ん
で
い
ま
す
。
高
校
時
代
は
冬
の
体

育
授
業
を
こ
の
ス
ケ
ー
ト
場
で
し
た
こ

育
授
業
を
こ
の
ス
ケ
ー
ト
場
で
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
他
に
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン

と
も
あ
り
ま
す
。
他
に
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
屋
上
に
で
き
る
ス
ケ
ー

グ
セ
ン
タ
ー
の
屋
上
に
で
き
る
ス
ケ
ー

ト
場
や
、
室
内
ス
ケ
ー
ト
場
も
数
多
く

ト
場
や
、
室
内
ス
ケ
ー
ト
場
も
数
多
く

あ
り
ま
す
。

あ
り
ま
す
。

　

鹿
角
に
来
て
、
ア
パ
ー
ト
の
窓
か
ら

　

鹿
角
に
来
て
、
ア
パ
ー
ト
の
窓
か
ら

も
ス
キ
ー
場
が
見
え
ま
す
。
景
色
が
白

も
ス
キ
ー
場
が
見
え
ま
す
。
景
色
が
白

く
な
っ
た
ら
、
「
毎
日
の
よ
う
に
滑
り

く
な
っ
た
ら
、
「
毎
日
の
よ
う
に
滑
り

た
い
な
！
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
い
な
！
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

集
落
支
援
員
活
動
事
業
と
市
の
補
助

制
度
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

取
組
内
容

　

大
久
保
自
治
会
で
は
、
子
ど
も
会
や

親
の
会
と
の
話
し
合
い
を
通
じ
、
伝
統

行
事
で
あ
る
七
夕
行
事
に
向
け
て
、
自

治
会
員
が
協
力
し
て
絵
灯
ろ
う
作
り
を

行
っ
た
ほ
か
、
古
く
な
っ
た
祭
り
衣
装

の
浴
衣
や
半は

ん
て
ん纏

を
新
調
し
ま
し
た
。

　

集
落
に
元
気
を
与
え
て
く
れ
る
若
者

や
子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
を
応
援
し
、

伝
統
行
事
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
環

境
整
備
を
図
る
な
ど
、
地
域
住
民
の
交

流
や
親
睦
を
深
め
る
取
り
組
み
が
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
力
再
生
に
繋
が
っ

て
い
ま
す
。

大
久
保
自
治
会
長
か
ら　

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
自
治
会
活
動
が
制
限
さ

れ
ま
し
た
が
、
集
落
支
援
員
活
動
事
業

を
活
用
し
、
伝
統
行
事
に
必
要
な
浴
衣

な
ど
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
治

会
住
民
は
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。
今
後

も
地
域
が
明
る
く
、
少
し
で
も
暮
ら
し

や
す
い
よ
う
に
自
治
会
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
久
保
自
治
会
の
取
り
組
み

◉市役所

大久保自治会

30 世帯

約 85 人

問 市民共動課 共動推進班

　 ☎ 30-0202

絵灯ろう作成の様子
集
落
支
援
員
活
動
事
業

　

集
落
支
援
員
は
、
自
治
会
の
現
状
を

把
握
す
る
た
め
の
「
状
況
調
査
」
を
行

い
、
調
査
結
果
を
基
に
自
治
会
の
現
状

や
課
題
、
将
来
の
自
治
会
像
な
ど
に
つ

い
て
の
「
話
し
合
い
」
と
「
活
性
化
活

動
」
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　

小
規
模
な
自
治
会
（
50
世
帯
未
満
）

を
中
心
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
活
用
を
検
討
さ
れ
る
自
治
会

は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

世
界

遺
産

世界遺産登録に向けて 問 大湯ストーンサークル館　☎ 37-3822

大
湯
環
状
列
石
の
出
土
品
②

大
湯
環
状
列
石
の
出
土
品
②

「「
土土ど

き

か

ん

ど

き

か

ん

器
棺
器
棺
」」　　

　　　

大
湯
環
状
列
石
の
組
石
の
下
か
ら

　

大
湯
環
状
列
石
の
組
石
の
下
か
ら

「
土
器
棺
」
と
呼
ば
れ
る
土
器
が
３
点

「
土
器
棺
」
と
呼
ば
れ
る
土
器
が
３
点

出
土
し
て
い
ま
す
。
１
点
は

出
土
し
て
い
ま
す
。
１
点
は
野野の

な
か
ど
う

の
な
か
ど
う

中
堂
中
堂
配配

石
遺
構
群
、
２
点
は

石
遺
構
群
、
２
点
は
一一い

っ
ぽ
ん
ぎ
う
し
ろ

い
っ
ぽ
ん
ぎ
う
し
ろ

本
木
後
ロ

本
木
後
ロ
配
石
配
石

遺
構
群
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ

遺
構
群
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
名
の
と
お
り
棺
と
し
て
使
用
さ
れ
て

の
名
の
と
お
り
棺
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
大
き

い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
大
き

さ
は
縦

さ
は
縦
5050
㎝
（
推
定
）
、
横

㎝
（
推
定
）
、
横
3030
㎝
程
で

㎝
程
で

成
人
を
入
れ
る
に
は
少
し
小
さ
い
サ
イ

成
人
を
入
れ
る
に
は
少
し
小
さ
い
サ
イ

ズ
で
す
。

ズ
で
す
。

　

縄
文
時
代
に
は
、
亡
く
な
っ
た
人
を

　

縄
文
時
代
に
は
、
亡
く
な
っ
た
人
を

一
度
埋
葬
し
、
数
年
後
に
掘
り
起
こ
し

一
度
埋
葬
し
、
数
年
後
に
掘
り
起
こ
し

た
骨
を
洗
っ
て
か
ら
土
器
に
納
め
、
再

た
骨
を
洗
っ
て
か
ら
土
器
に
納
め
、
再

度
地
中
に
葬
る
と
い
う
「
再
葬
」
と
呼

度
地
中
に
葬
る
と
い
う
「
再
葬
」
と
呼

ば
れ
る
文
化
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

ば
れ
る
文
化
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

大
湯
環
状
列
石
の
土
壌
は
有
機
物
を

　

大
湯
環
状
列
石
の
土
壌
は
有
機
物
を

溶
か
し
て
し
ま
う
酸
性
土
壌
の
た
め
、

溶
か
し
て
し
ま
う
酸
性
土
壌
の
た
め
、

土
器
の
中
か
ら
人
骨
は
見
つ
か
り
ま
せ

土
器
の
中
か
ら
人
骨
は
見
つ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
土
器
に
入
っ
て
い
た
土

ん
で
し
た
が
、
土
器
に
入
っ
て
い
た
土

の
成
分
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
高
等
動
物

の
成
分
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
高
等
動
物

特
有
の
脂
肪
酸
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が

特
有
の
脂
肪
酸
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
湯
環
状

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
湯
環
状

列
石
と
同
じ
縄
文
時
代
後
期
の
青
森
県

列
石
と
同
じ
縄
文
時
代
後
期
の
青
森
県

六
ヶ
所
村
の

六
ヶ
所
村
の
弥弥

い
や
さ
か
だ
い
ら

い
や
さ
か
だ
い
ら

栄
平
栄
平
（
１
）
遺
跡
か
ら

（
１
）
遺
跡
か
ら

は
、
は
、
1010
代
後
半
の
女
性
の
ほ
ぼ
全
身
の

代
後
半
の
女
性
の
ほ
ぼ
全
身
の

人
骨
が
土
器
に
入
っ
た
状
態
で
見
つ

人
骨
が
土
器
に
入
っ
た
状
態
で
見
つ

か
っ
て
お
り
、
縄
文
時
代
の
再
葬
文
化

か
っ
て
お
り
、
縄
文
時
代
の
再
葬
文
化

を
裏
付
け
る
証
拠
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

を
裏
付
け
る
証
拠
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
す
。

大
湯
環
状
列
石

大
湯
環
状
列
石

～
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
～

～
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
～

大湯ストーンサークル館で

展示している土器棺

弥栄平（1）遺跡出土 土器棺
（レプリカ）
【提供：六ヶ所村立郷土館】

集落支援員活動事業報告



1 月の行事予定（在宅当番医）

カ
レ
ン
ダ
ー
下
部
「
在
宅
当
番
医
」
の
診
察
時
間
：
月
曜
か
ら
金
曜
は
17
時
～
20
時
、
土
曜
は
14
時
～
17
時
、
１
日
金
～
３
日
日
と
日
曜
祝
日
は
８
時
30
分
～
17
時

※
か
づ
の
厚
生
病
院
の
入
り
口
は
「
救
急
入
口
」
に
な
り
ま
す
。

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday

1元日 2

大湯リハビリ病院
☎ 37－3511

小坂町診療所
☎29-5500

3 4 5 6 7 8 9

笹村整形外科
☎ 30-0035

本田医院
☎ 35-3002

なかのクリニック
☎ 22-7335

長橋医院
☎ 23-7612

いけがみクリニック
☎ 30-0111

小坂町診療所
☎29-5500

笹村整形外科
☎ 30-0035

10 11成人の日 12 13 14 15 16

かづの厚生病院
☎ 23-2111

本田医院
☎ 35-3002

大里医院
☎ 22-1251

三ヶ田医院
☎ 31-1231

いけがみクリニック
☎ 30-0111

長橋医院
☎ 23-7612

福永医院
☎ 35-3117

17 18 19 20 21 22 23

大里医院
☎ 22-1251

鹿角中央病院
☎ 23-4131

笹村整形外科
☎ 30-0035

三ヶ田医院
☎ 31-1231

なかのクリニック
☎ 22-7335

いけがみクリニック
☎ 30-0111

本田医院
☎ 35-3002

24 25 26 27 28 29 30

かづの厚生病院
☎ 23-2111

31

福永医院
☎ 35-3117

福永医院
☎ 35-3117

小坂町診療所
☎29-5500

大里医院
☎ 22-1251

大湯リハビリ病院
☎ 37－3511

三ヶ田医院
☎ 31-1231

長橋医院
☎ 23-7612

新年も心豊かに。今月の新刊今月の新刊

　細かいタッチで描かれ

ており、まるで庭の中に

いるように感じる素敵な

絵本です。絵の中にある、

なぞなぞの答えをさがし

てみてください。( 花輪 )

　美しい写真とともに、

「色彩」と「顔料」の歴

史を読み解く一冊。

　奥が深い「色」の世界

を、いろいろな角度から

覗いてみませんか。（花

輪）

　全国にはいろいろな博

物館があります。博物館

をこよなく愛する著者 2

人が、各地のユニークな

博物館・ミュージアムを

紹介します。（十和田）

　折り紙のやっこさん 5

人は「だれが一番よくで

きたか」とけんかを始め

てしまいます。おすもう

さんになって勝負をした

り、飛行機になってどこ

まで飛べるか競争します。

その決着とは。（十和田）

黄色い「かづの号」が走る
≪今月の移動図書館巡回日≫

○毛馬内コース

1月 5日火・19日火

○大湯①コース

1月 7日木・21日木

○大湯②コース

1月 8日金・22日金

○八幡平コース
1 月 11 日月・26 日火
○花輪コース
1 月 14 日木・28 日木
○尾去沢コース
1 月 15 日金・29 日金

問 花輪図書館（コモッセ内）☎23－4471

十和田図書館 ☎35十和田図書館 ☎35－－32393239

人口と世帯（令和２年 11 月末現在）

男性：14,141 人

合計：29,884 人

（12,863 世帯）

女性：15,743 人

なぞなぞのにわ

石津 ちひろ　なぞなぞ／ 中上 あゆみ　え

 （偕成社）

クロマトピア ―色の世界―

デヴィッド・コールズ　著／エイドリアン・

ランダー　写真／井原 恵子　訳

博物館ななめ歩き

久
く ぜ

世 番
ば ん こ

子　著／栗原 祐司　監修（文藝春秋）

やっこさんのけんか

殿
とのうち

内 真
ま ほ

帆　作・絵（フレーベル館）

テレフォン病院 24 をご利用ください。

医師・看護師などが、健康や介護に関する相

談をお聞きします。　☎ 0120-959-783

■無料弁護士相談

■無料弁護士相談

■出張年金相談

■出張年金相談

■出張年金相談

■出張年金相談

■シルリハ体操教室

十和田市民センター

■シルリハ体操教室

十和田市民センター

■シルリハ体操教室

湯都里

■シルリハ体操教室

八幡平市民センター

■シルリハ体操教室

福祉保健センター

■シルリハ体操教室

福祉保健センター

■シルリハ体操教室

尾去沢市民センター

■シルリハ体操教室

尾去沢市民センター

■シルリハ体操教室

八幡平市民センター

■無料総合相談

ユネスコ無形文化遺産
大日堂舞楽

消防出初め式

シル
バーリハビリ体操

シル
バーリハビリ体操

住民
主体
型介護

予防　みんなで広めよう

　いつでも、どこでも、ひとりでもできる介

護予防体操・シルバーリハビリ体操を紹介し

ます。

問 

あ
ん
し
ん
長
寿
課 

    

介
護
予
防
班

　

 

☎
30
‐
０
１
０
３

モ
デ
ル
：  

浅
石 

智
恵
子
さ
ん

（
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
2
級

指
導
士
）

手
順

①
椅
子
の
背
も
た
れ
に
軽
く
手
を

つ
い
て
立
ち
ま
す
。

②
左
右
交
互
に
腰
を
引
き
上
げ
ま

す
。

腰
方
形
筋
の
強
化
・
腰
痛
予
防

立
位
で
腰
の
引
き
上
げ

※マスクと水分補給用の飲み物をご準備ください。体調が悪い

場合は参加をお控えください。

今月のシルリハ体操教室

❖時間　13時30分～14時30分

日にち 場所

7 日木、21日木 福祉保健センター

8 日金 大湯温泉保養センター 湯都里

11日月、21日木  尾去沢市民センター

12 日火、26 日火 十和田市民センター

14 日木、28 日木 八幡平市民センター

体
操
を
動
画
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら

②

肩を水平にしたまま、わき腹

を「キュ～ッ」と引き締める

イメージです。

ここがポイントここがポイント

　

市
役
所
職
員
な
ど
を
名
乗
り
、
「
医
療

費
や
税
金
の
還
付
金
が
あ
る
」
と
言
っ
て

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
け
払
い
機
）
へ
行

く
よ
う
指
示
す
る
電
話
が
、
県
内
で
多
数

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
11
月
に
は
、
市
内

で
も
実
際
に
現
金
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
詐

欺
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
詐
欺
は
、
「
還
付
金
詐

欺
」
と
呼
ば
れ
、
還
付
金
を
受
け
取
る
た

め
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
誘
導
し
、
実
際
は
お
金
を

受
け
取
る
の
で
は
な
く
、
お
金
を
振
り
込

ま
せ
る
操
作
を
指
示
す
る
悪
質
な
手
口
で

す
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
に
不
慣
れ
な
高
齢
者

を
狙
う
事
例
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

市
役
所
職
員
な
ど
が
、
医
療
費
や
税
金

の
還
付
金
を
返
金
す
る
た
め
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ

行
く
よ
う
指
示
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
還
付
金
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
支
払

わ
れ
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
「
お
金
が
返
っ
て
く
る
の
で
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
へ
行
く
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た
ら
、

還
付
金
詐
欺
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
不
審
な
電
話
は
、
相
手
に

せ
ず
、
す
ぐ
に
電
話
を
切
り
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

気をつけよう！あまい話とうまい話 問問 消費生活センター（市民共動課内）　☎ 30-0258

①

詐
欺
事
件
発
生

詐
欺
事
件
発
生

還
付
金
詐
欺

還
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

に
ご
注
意
を
！

　

設
置
を
希
望
さ
れ
る
場
合
や
、
装
置

に
つ
い
て
の
ご
質
問
な
ど
は
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

❖
貸
出
対
象
者　

・
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
（
日
中
の

み
高
齢
者
世
帯
と
な
る
場
合
を
含
む
）

・
特
殊
詐
欺
被
害
に
遭
っ
た
こ
と
の
あ

る
方

❖
貸
出
料
・
取
付
費
用　

無
料

特
殊
詐
欺
対
策
に
有
効
な

通
話
録
音
装
置
の
貸
し
出
し

腰方形筋

腰を引き上げる時に使う

筋肉で歩く際に骨盤を安

定させます。

【背面から見た図】

※在宅当番医は変更になる場合があ
りますので、事前に電話または市
ホームページでご確認ください。
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こ
の
冊
子
は
環
境
に
配
慮
し
、

再
生
紙
お
よ
び
植
物
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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